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    第一章


    
      1エフライムの山地さんちのラマタイム・ゾピムに、エルカナという名なの人ひとがあった。エフライムびとで、エロハムの子こであった。エロハムはエリウの子こ、エリウはトフの子こ、トフはツフの子こである。 2エルカナには、ふたりの妻つまがあって、ひとりの名なはハンナといい、ひとりの名なはペニンナといった。ペニンナには子こどもがあったが、ハンナには子こどもがなかった。
    


    
      3この人ひとは年としごとに、その町まちからシロに上のぼっていって、万軍ばんぐんの主しゅを拝はいし、主しゅに犠牲ぎせいをささげるのを常つねとした。シロには、エリのふたりの子こ、ホフニとピネハスとがいて、主しゅに仕つかえる祭司さいしであった。 4エルカナは、犠牲ぎせいをささげる日ひ、妻つまペニンナとそのむすこ娘むすめにはみな、その分わけ前まえを与あたえた。 5エルカナはハンナを愛あいしていたが、彼女かのじょには、ただ一つの分わけ前まえを与あたえるだけであった。主しゅがその胎たいを閉とざされたからである。 6また彼女かのじょを憎にくんでいる他たの妻つまは、ひどく彼女かのじょを悩なやまして、主しゅがその胎たいを閉とざされたことを恨うらませようとした。 7こうして年としは暮くれ、年としは明あけたが、ハンナが主しゅの宮みやに上のぼるごとに、ペニンナは彼女かのじょを悩なやましたので、ハンナは泣ないて食たべることもしなかった。 8夫おっとエルカナは彼女かのじょに言いった、「ハンナよ、なぜ泣なくのか。なぜ食たべないのか。どうして心こころに悲かなしむのか。わたしはあなたにとって十人にんの子こどもよりもまさっているではないか」。
    


    
      9シロで彼かれらが飲のみ食くいしたのち、ハンナは立たちあがった。その時とき、祭司さいしエリは主しゅの神殿しんでんの柱はしらのかたわらの座ざにすわっていた。 10ハンナは心こころに深ふかく悲かなしみ、主しゅに祈いのって、はげしく泣ないた。 11そして誓ちかいを立たてて言いった、「万軍ばんぐんの主しゅよ、まことに、はしための悩なやみをかえりみ、わたしを覚おぼえ、はしためを忘わすれずに、はしために男おとこの子こを賜たまわりますなら、わたしはその子こを一生いっしょうのあいだ主しゅにささげ、かみそりをその頭あたまにあてません」。
    


    
      12彼女かのじょが主しゅの前まえで長ながく祈いのっていたので、エリは彼女かのじょの口くちに目めをとめた。 13ハンナは心こころのうちで物ものを言いっていたので、くちびるが動うごくだけで、声こえは聞きこえなかった。それゆえエリは、酔よっているのだと思おもって、 14彼女かのじょに言いった、「いつまで酔よっているのか。酔よいをさましなさい」。 15しかしハンナは答こたえた、「いいえ、わが主しゅよ。わたしは不幸ふこうな女おんなです。ぶどう酒しゅも濃こい酒さけも飲のんだのではありません。ただ主しゅの前まえに心こころを注そそぎ出だしていたのです。 16はしためを、悪わるい女おんなと思おもわないでください。積つもる憂うれいと悩なやみのゆえに、わたしは今いままで物ものを言いっていたのです」。 17そこでエリは答こたえた、「安心あんしんして行いきなさい。どうかイスラエルの神かみがあなたの求もとめる願ねがいを聞ききとどけられるように」。 18彼女かのじょは言いった、「どうぞ、はしためにも、あなたの前まえに恵めぐみを得えさせてください」。こうして、その女おんなは去さって食事しょくじし、その顔かおは、もはや悲かなしげではなくなった。
    


    
      19彼かれらは朝あさ早はやく起おきて、主しゅの前まえに礼拝れいはいし、そして、ラマにある家いえに帰かえって行いった。エルカナは妻つまハンナを知しり、主しゅが彼女かのじょを顧かえりみられたので、 20彼女かのじょはみごもり、その時ときが巡めぐってきて、男おとこの子こを産うみ、「わたしがこの子こを主しゅに求もとめたからだ」といって、その名なをサムエルと名なづけた。
    


    
      21エルカナその人ひととその家族かぞくとはみな上のぼっていって、年としごとの犠牲ぎせいと、誓ちかいの供そなえ物ものとをささげた。 22しかしハンナは上のぼって行いかず、夫おっとに言いった、「わたしはこの子こが乳離ちばなれしてから、主しゅの前まえに連つれていって、いつまでも、そこにおらせましょう」。 23夫おっとエルカナは彼女かのじょに言いった、「あなたが良よいと思おもうようにして、この子この乳離ちばなれするまで待まちなさい。ただどうか主しゅがその言いわれたことを実現じつげんしてくださるように」。こうしてその女おんなはとどまって、その子こに乳ちちをのませ、乳離ちばなれするのを待まっていたが、 24乳離ちばなれした時とき、三歳さいの雄牛おうし一頭とう、麦粉むぎこ一エパ、ぶどう酒しゅのはいった皮かわ袋ぶくろ一つを取とり、その子こを連つれて、シロにある主しゅの宮みやに行いった。その子こはなお幼おさなかった。 25そして彼かれらはその牛うしを殺ころし、子供こどもをエリのもとへ連つれて行いった。 26ハンナは言いった、「わが君きみよ、あなたは生いきておられます。わたしは、かつてここに立たって、あなたの前まえで、主しゅに祈いのった女おんなです。 27この子こを与あたえてくださいと、わたしは祈いのりましたが、主しゅはわたしの求もとめた願ねがいを聞ききとどけられました。 28それゆえ、わたしもこの子こを主しゅにささげます。この子こは一生いっしょうのあいだ主しゅにささげたものです」。
    


    
      そして彼かれらはそこで主しゅを礼拝れいはいした。
    

  


  


  
    第二章


    
      1ハンナは祈いのって言いった、

      
        「わたしの心こころは主しゅによって喜よろこび、

        わたしの力ちからは主しゅによって強つよめられた、

        わたしの口くちは敵てきをあざ笑わらう、

        あなたの救すくいによってわたしは楽たのしむからである。

        2主しゅのように聖せいなるものはない、

        あなたのほかには、だれもない、

        われわれの神かみのような岩いわはない。

        3あなたがたは重かさねて高慢こうまんに語かたってはならない、

        たかぶりの言葉ことばを口くちにすることをやめよ。

        主しゅはすべてを知しる神かみであって、

        もろもろのおこないは主しゅによって量はかられる。

        4勇士ゆうしの弓ゆみは折おれ、

        弱よわき者ものは力ちからを帯おびる。

        5飽あき足たりた者ものは食しょくのために雇やとわれ、

        飢うえたものは、もはや飢うえることがない。

        うまずめは七人にんの子こを産うみ、

        多おおくの子こをもつ女おんなは孤独こどくとなる。

        6主しゅは殺ころし、また生いかし、

        陰府よみにくだし、また上うえげられる。

        7主しゅは貧まずしくし、また富とませ、

        低ひくくし、また高たかくされる。

        8貧まずしい者ものを、ちりのなかから立たちあがらせ、

        乏とぼしい者ものを、あくたのなかから引ひき上あげて、

        王侯おうこうと共ともにすわらせ、

        栄誉えいよの位くらいを継つがせられる。

        地ちの柱はしらは主しゅのものであって、

        その柱はしらの上うえに、世界せかいをすえられたからである。

        9主しゅはその聖徒せいとたちの足あしを守まもられる、

        しかし悪わるいものどもは暗黒あんこくのうちに滅ほろびる。

        人ひとは力ちからをもって勝かつことができないからである。

        10主しゅと争あらそうものは粉々こなごなに砕くだかれるであろう、

        主しゅは彼かれらにむかって天てんから雷かみなりをとどろかし、

        地ちのはてまでもさばき、王おうに力ちからを与あたえ、

        油あぶらそそがれた者ものの力ちからを強つよくされるであろう」。

      

    


    
      11エルカナはラマにある家いえに帰かえったが、幼おさな子こは祭司さいしエリの前まえにいて主しゅに仕つかえた。
    


    
      12さて、エリの子こらは、よこしまな人々ひとびとで、主しゅを恐おそれなかった。 13民たみのささげ物ものについての祭司さいしのならわしはこうである。人ひとが犠牲ぎせいをささげる時とき、その肉にくを煮にる間あいだに、祭司さいしのしもべは、みつまたの肉にく刺さしを手てに持もってきて、 14それをかま、またはなべ、またはおおがま、または鉢はちに突つきいれ、肉にく刺さしの引ひき上あげるものは祭司さいしがみな自分じぶんのものとした。彼かれらはシロで、そこに来くるすべてのイスラエルの人ひとに、このようにした。 15人々ひとびとが脂肪しぼうを焼やく前まえにもまた、祭司さいしのしもべがきて、犠牲ぎせいをささげる人ひとに言いうのであった、「祭司さいしのために焼やく肉にくを与あたえよ。祭司さいしはあなたから煮にた肉にくを受うけない。生なまの肉にくがよい」。 16その人ひとが、「まず脂肪しぼうを焼やかせましょう。その後のちほしいだけ取とってください」と言いうと、しもべは、「いや、今いまもらいたい。くれないなら、わたしは力ちからづくで、それを取とろう」と言いう。 17このように、その若者わかものたちの罪つみは、主しゅの前まえに非常ひじょうに大おおきかった。この人々ひとびとが主しゅの供そなえ物ものを軽かろんじたからである。
    


    
      18サムエルはまだ幼おさなく、身みに亜麻あま布ぬののエポデを着つけて、主しゅの前まえに仕つかえていた。 19母ははは彼かれのために小ちいさい上着うわぎを作つくり、年としごとに、夫おっとと共ともにその年としの犠牲ぎせいをささげるために上のぼる時とき、それを持もってきた。 20エリはいつもエルカナとその妻つまを祝福しゅくふくして言いった、「この女おんなが主しゅにささげた者もののかわりに、主しゅがこの女おんなによってあなたに子こを与あたえられるように」。そして彼かれらはその家いえに帰かえるのを常つねとした。
    


    
      21こうして主しゅがハンナを顧かえりみられたので、ハンナはみごもって、三人にんの男おとこの子ことふたりの女おんなの子こを産うんだ。わらべサムエルは主しゅの前まえで育そだった。
    


    
      22エリはひじょうに年としをとった。そしてその子こらがイスラエルの人々ひとびとにしたいろいろのことを聞きき、また会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで勤つとめていた女おんなたちと寝ねたことを聞きいて、 23彼かれらに言いった、「なにゆえ、そのようなことをするのか。わたしはこのすべての民たみから、あなたがたの悪わるいおこないのことを聞きく。 24わが子こらよ、それはいけない。わたしの聞きく、主しゅの民たみの言いいふらしている風説ふうせつは良よくない。 25もし人ひとが人ひとに対たいして罪つみを犯おかすならば、神かみが仲裁ちゅうさいされるであろう。しかし人ひとが主しゅに対たいして罪つみを犯おかすならば、だれが、そのとりなしをすることができようか」。しかし彼かれらは父ちちの言いうことに耳みみを傾かたむけようともしなかった。主しゅが彼かれらを殺ころそうとされたからである。
    


    
      26わらべサムエルは育そだっていき、主しゅにも、人々ひとびとにも、ますます愛あいせられた。
    


    
      27このとき、ひとりの神かみの人ひとが、エリのもとにきて言いった、「主しゅはかく仰おおせられる、『あなたの先祖せんぞの家いえがエジプトでパロの家いえの奴隷どれいであったとき、わたしはその先祖せんぞの家いえに自みずからを現あらわした。 28そしてイスラエルのすべての部族ぶぞくのうちからそれを選えらび出だして、わたしの祭司さいしとし、わたしの祭壇さいだんに上のぼって、香こうをたかせ、わたしの前まえでエポデを着つけさせ、また、イスラエルの人々ひとびとの火祭かさいをことごとくあなたの先祖せんぞの家いえに与あたえた。 29それにどうしてあなたがたは、わたしが命めいじた犠牲ぎせいと供そなえ物ものをむさぼりの目めをもって見みるのか。またなにゆえ、わたしよりも自分じぶんの子こらを尊たっとび、わたしの民たみイスラエルのささげるもろもろの供そなえ物ものの、最もっとも良よき部分ぶぶんをもって自分じぶんを肥こやすのか』。 30それゆえイスラエルの神かみ、主しゅは仰おおせられる、『わたしはかつて、「あなたの家いえとあなたの父ちちの家いえとは、永久えいきゅうにわたしの前まえに歩あゆむであろう」と言いった』。しかし今いま、主しゅは仰おおせられる、『決けっしてそうはしない。わたしを尊たっとぶ者ものを、わたしは尊たっとび、わたしを卑いやしめる者ものは、軽かろんぜられるであろう。 31見みよ、日ひが来くるであろう。その日ひ、わたしはあなたの力ちからと、あなたの父ちちの家いえの力ちからを断たち、あなたの家いえに年老としおいた者ものをなくするであろう。 32そのとき、あなたは災わざわいのうちにあって、イスラエルに与あたえられるもろもろの繁栄はんえいを、ねたみ見みるであろう。あなたの家いえには永久えいきゅうに年老としおいた者ものがいなくなるであろう。 33しかしあなたの一族いちぞくのひとりを、わたしの祭壇さいだんから断たたないであろう。彼かれは残のこされてその目めを泣なきはらし、心こころを痛いためるであろう。またあなたの家いえに生うまれ出でるものは、みなつるぎに死しぬであろう。 34あなたのふたりの子こホフニとピネハスの身みに起おこることが、あなたのためにそのしるしとなるであろう。すなわちそのふたりは共ともに同おなじ日ひに死しぬであろう。 35わたしは自分じぶんのために、ひとりの忠実ちゅうじつな祭司さいしを起おこす。その人ひとはわたしの心こころと思おもいとに従したがって行おこなうであろう。わたしはその家いえを確立かくりつしよう。その人ひとはわたしが油あぶらそそいだ者ものの前まえにつねに歩あゆむであろう。 36そしてあなたの家いえで生いき残のこっている人々ひとびとはみなきて、彼かれに一枚まいの銀ぎんと一個このパンを請こい求もとめ、「どうぞ、わたしを祭司さいしの職しょくの一つに任にんじ、一口ひとくちのパンでも食たべることができるようにしてください」と言いうであろう』」。
    

  


  


  
    第三章


    
      1わらべサムエルは、エリの前まえで、主しゅに仕つかえていた。そのころ、主しゅの言葉ことばはまれで、黙示もくしも常つねではなかった。
    


    
      2さてエリは、しだいに目めがかすんで、見みることができなくなり、そのとき自分じぶんのへやで寝ねていた。 3神かみのともしびはまだ消きえず、サムエルが神かみの箱はこのある主しゅの神殿しんでんに寝ねていた時とき、 4主しゅは「サムエルよ、サムエルよ」と呼よばれた。彼かれは「はい、ここにおります」と言いって、 5エリの所ところへ走はしっていって言いった、「あなたがお呼およびになりました。わたしは、ここにおります」。しかしエリは言いった、「わたしは呼よばない。帰かえって寝ねなさい」。彼かれは行いって寝ねた。 6主しゅはまたかさねて「サムエルよ、サムエルよ」と呼よばれた。サムエルは起おきてエリのもとへ行いって言いった、「あなたがお呼およびになりました。わたしは、ここにおります」。エリは言いった、「子こよ、わたしは呼よばない。もう一度ど寝ねなさい」。 7サムエルはまだ主しゅを知しらず、主しゅの言葉ことばがまだ彼かれに現あらわされなかった。 8主しゅはまた三度目どめにサムエルを呼よばれたので、サムエルは起おきてエリのもとへ行いって言いった、「あなたがお呼およびになりました。わたしは、ここにおります」。その時とき、エリは主しゅがわらべを呼よばれたのであることを悟さとった。 9そしてエリはサムエルに言いった、「行いって寝ねなさい。もしあなたを呼よばれたら、『しもべは聞ききます。主しゅよ、お話はなしください』と言いいなさい」。サムエルは行いって自分じぶんの所ところで寝ねた。
    


    
      10主しゅはきて立たち、前まえのように、「サムエルよ、サムエルよ」と呼よばれたので、サムエルは言いった、「しもべは聞ききます。お話はなしください」。 11その時とき、主しゅはサムエルに言いわれた、「見みよ、わたしはイスラエルのうちに一つの事ことをする。それを聞きく者ものはみな、耳みみが二つとも鳴なるであろう。 12その日ひには、わたしが、かつてエリの家いえについて話はなしたことを、はじめから終おわりまでことごとく、エリに行おこなうであろう。 13わたしはエリに、彼かれが知しっている悪事あくじのゆえに、その家いえを永久えいきゅうに罰ばっすることを告つげる。その子こらが神かみをけがしているのに、彼かれがそれをとめなかったからである。 14それゆえ、わたしはエリの家いえに誓ちかう。エリの家いえの悪あくは、犠牲ぎせいや供そなえ物ものをもってしても、永久えいきゅうにあがなわれないであろう」。
    


    
      15サムエルは朝あさまで寝ねて、主しゅの宮みやの戸とをあけたが、サムエルはその幻まぼろしのことをエリに語かたるのを恐おそれた。 16しかしエリはサムエルを呼よんで言いった、「わが子こサムエルよ」。サムエルは言いった、「はい、ここにおります」。 17エリは言いった、「何事なにごとをお告つげになったのか。隠かくさず話はなしてください。もしお告つげになったことを一つでも隠かくして、わたしに言いわないならば、どうぞ神かみがあなたを罰ばっし、さらに重おもく罰ばっせられるように」。 18そこでサムエルは、その事ことをことごとく話はなして、何なにも彼かれに隠かくさなかった。エリは言いった、「それは主しゅである。どうぞ主しゅが、良よいと思おもうことを行おこなわれるように」。
    


    
      19サムエルは育そだっていった。主しゅが彼かれと共ともにおられて、その言葉ことばを一つも地ちに落おちないようにされたので、 20ダンからベエルシバまで、イスラエルのすべての人ひとは、サムエルが主しゅの預言者よげんしゃと定さだめられたことを知しった。 21主しゅはふたたびシロで現あらわれられた。すなわち主しゅはシロで、主しゅの言葉ことばによって、サムエルに自みずからを現あらわされた。こうしてサムエルの言葉ことばは、あまねくイスラエルの人々ひとびとに及およんだ。
    

  


  


  
    第四章


    
      1イスラエルびとは出でてペリシテびとと戦たたかおうとして、エベネゼルのほとりに陣じんをしき、ペリシテびとはアペクに陣じんをしいた。 2ペリシテびとはイスラエルびとにむかって陣じん備そなえをしたが、戦たたかうに及およんで、イスラエルびとはペリシテびとの前まえに敗やぶれ、ペリシテびとは戦場せんじょうにおいて、おおよそ四千人にんを殺ころした。 3民たみが陣営じんえいに退しりぞいた時とき、イスラエルの長老ちょうろうたちは言いった、「なにゆえ、主しゅはきょう、ペリシテびとの前まえにわれわれを敗やぶられたのか。シロへ行いって主しゅの契約けいやくの箱はこをここへ携たずさえてくることにしよう。そして主しゅをわれわれのうちに迎むかえて、敵てきの手てから救すくっていただこう」。 4そこで民たみは人ひとをシロにつかわし、ケルビムの上うえに座ざしておられる万軍ばんぐんの主しゅの契約けいやくの箱はこを、そこから携たずさえてこさせた。その時ときエリのふたりの子こ、ホフニとピネハスは神かみの契約けいやくの箱はこと共ともに、その所ところにいた。
    


    
      5主しゅの契約けいやくの箱はこが陣営じんえいについた時とき、イスラエルびとはみな大声おおごえで叫さけんだので、地ちは鳴なり響ひびいた。 6ペリシテびとは、その叫さけび声ごえを聞きいて言いった、「ヘブルびとの陣営じんえいの、この大おおきな叫さけび声ごえは何事なにごとか」。そして主しゅの箱はこが、陣営じんえいに着ついたことを知しった時とき、 7ペリシテびとは恐おそれて言いった、「神々かみがみが陣営じんえいにきたのだ」。彼かれらはまた言いった、「ああ、われわれはわざわいである。このようなことは今いままでなかった。 8ああ、われわれはわざわいである。だれがわれわれをこれらの強つよい神々かみがみの手てから救すくい出だすことができようか。これらの神々かみがみは、もろもろの災わざわいをもってエジプトびとを荒野あらので撃うったのだ。 9ペリシテびとよ、勇気ゆうきを出だして男おとこらしくせよ。ヘブルびとがあなたがたに仕つかえたように、あなたがたが彼かれらに仕つかえることのないために、男おとこらしく戦たたかえ」。
    


    
      10こうしてペリシテびとが戦たたかったので、イスラエルびとは敗やぶれて、おのおのその家いえに逃にげて帰かえった。戦死者せんししゃはひじょうに多おおく、イスラエルの歩兵ほへいで倒たおれたものは三万であった。 11また神かみの箱はこは奪うばわれ、エリのふたりの子こ、ホフニとピネハスは殺ころされた。
    


    
      12その日ひひとりのベニヤミンびとが、衣服いふくを裂さき、頭あたまに土つちをかぶって、戦場せんじょうから走はしってシロにきた。 13彼かれが着ついたとき、エリは道みちのかたわらにある自分じぶんの座ざにすわって待まちかまえていた。その心こころに神かみの箱はこの事ことを気きづかっていたからである。その人ひとが町まちにはいって、情報じょうほうをつたえたので、町まちはこぞって叫さけんだ。 14エリはその叫さけび声ごえを聞きいて言いった、「この騒さわぎ声こえは何なにか」。その人ひとは急いそいでエリの所ところへきてエリに告つげた。 15その時ときエリは九十八歳さいで、その目めは固かたまって見みることができなかった。 16その人ひとはエリに言いった、「わたしは戦場せんじょうからきたものです。きょう戦場せんじょうからのがれたのです」。エリは言いった、「わが子こよ、様子ようすはどうであったか」。 17しらせをもたらしたその人ひとは答こたえて言いった、「イスラエルびとは、ペリシテびとの前まえから逃にげ、民たみのうちにはまた多おおくの戦死者せんししゃがあり、あなたのふたりの子こ、ホフニとピネハスも死しに、神かみの箱はこは奪うばわれました」。 18彼かれが神かみの箱はこのことを言いったとき、エリはその座ざから、あおむけに門もんのかたわらに落おち、首くびを折おって死しんだ。老おいて身みが重おもかったからである。彼かれのイスラエルをさばいたのは四十年ねんであった。
    


    
      19彼かれの嫁よめ、ピネハスの妻つまはみごもって出産しゅっさんの時ときが近ちかづいていたが、神かみの箱はこが奪うばわれたこと、しゅうとと夫おっとが死しんだというしらせを聞きいたとき、陣痛じんつうが起おこり身みをかがめて子こを産うんだ。 20彼女かのじょが死しにかかっている時とき、世話せわをしていた女おんなが彼女かのじょに言いった、「恐おそれることはありません。男おとこの子こが生うまれました」。しかし彼女かのじょは答こたえもせず、また顧かえりみもしなかった。 21ただ彼女かのじょは「栄光えいこうはイスラエルを去さった」と言いって、その子こをイカボデと名なづけた。これは神かみの箱はこの奪うばわれたこと、また彼女かのじょのしゅうとと夫おっとのことによるのである。 22彼女かのじょはまた、「栄光えいこうはイスラエルを去さった。神かみの箱はこが奪うばわれたからです」と言いった。
    

  


  


  
    第五章


    
      1ペリシテびとは神かみの箱はこをぶんどって、エベネゼルからアシドドに運はこんできた。 2そしてペリシテびとはその神かみの箱はこを取とってダゴンの宮みやに運はこびこみ、ダゴンのかたわらに置おいた。 3アシドドの人々ひとびとが、次つぎの日ひ、早はやく起おきて見みると、ダゴンが主しゅの箱はこの前まえに、うつむきに地ちに倒たおれていたので、彼かれらはダゴンを起おこして、それをもとの所ところに置おいた。 4その次つぎの朝あさまた早はやく起おきて見みると、ダゴンはまた、主しゅの箱はこの前まえに、うつむきに地ちに倒たおれていた。そしてダゴンの頭あたまと両手りょうてとは切きれて離はなれ、しきいの上うえにあり、ダゴンはただ胴体どうたいだけとなっていた。 5それゆえダゴンの祭司さいしたちやダゴンの宮みやにはいる人々ひとびとは、だれも今日こんにちにいたるまで、アシドドのダゴンのしきいを踏ふまない。
    


    
      6そして主しゅの手てはアシドドびとの上うえにきびしく臨のぞみ、主しゅは腫物はれものをもってアシドドとその領域りょういきの人々ひとびとを恐おそれさせ、また悩なやまされた。 7アシドドの人々ひとびとは、このありさまを見みて言いった、「イスラエルの神かみの箱はこを、われわれの所ところに、とどめ置おいてはならない。その神かみの手てが、われわれと、われわれの神かみダゴンの上うえにきびしく臨のぞむからである」。 8そこで彼かれらは人ひとをつかわして、ペリシテびとの君きみたちを集あつめて言いった、「イスラエルの神かみの箱はこをどうしましょう」。彼かれらは言いった、「イスラエルの神かみの箱はこはガテに移うつそう」。人々ひとびとはイスラエルの神かみの箱はこをそこに移うつした。 9彼かれらがそれを移うつすと、主しゅの手てがその町まちに臨のぞみ、非常ひじょうな騒さわぎが起たった。そして老若ろうにゃくを問とわず町まちの人々ひとびとを撃うたれたので、彼かれらの身みに腫物はれものができた。 10そこで人々ひとびとは神かみの箱はこをエクロンに送おくったが、神かみの箱はこがエクロンに着ついた時とき、エクロンの人々ひとびとは叫さけんで言いった、「彼かれらがイスラエルの神かみの箱はこをわれわれの所ところに移うつしたのは、われわれと民たみを滅ほろぼすためである」。 11そこで彼かれらは人ひとをつかわして、ペリシテびとの君きみたちをみな集あつめて言いった、「イスラエルの神かみの箱はこを送おくり出だして、もとの所ところに返かえし、われわれと民たみを滅ほろぼすことのないようにしよう」。恐おそろしい騒さわぎが町中まちぢゅうに起たっていたからである。そこには神かみの手てが非常ひじょうにきびしく臨のぞんでいたので、 12死しなない人ひとは腫物はれものをもって撃うたれ、町まちの叫さけびは天てんに達たっした。
    

  


  


  
    第六章


    
      1主しゅの箱はこは七か月げつの間あいだペリシテびとの地ちにあった。 2ペリシテびとは、祭司さいしや占うらない師しを呼よんで言いった、「イスラエルの神かみの箱はこをどうしましょうか。どのようにして、それをもとの所ところへ送おくり返かえせばよいか告つげてください」。 3彼かれらは言いった、「イスラエルの神かみの箱はこを送おくり返かえす時ときには、それをむなしく返かえしてはならない。必かならず彼かれにとがの供そなえ物ものをもって償つぐないをしなければならない。そうすれば、あなたがたはいやされ、また彼かれの手てがなぜあなたがたを離はなれないかを知しることができるであろう」。 4人々ひとびとは言いった、「われわれが償つぐなうとがの供そなえ物ものには何なにをしましょうか」。彼かれらは答こたえた、「ペリシテびとの君きみたちの数かずにしたがって、金きんの腫物はれもの五つと金きんのねずみ五つである。あなたがたすべてと、君きみたちに臨のぞんだ災わざわいは一つだからである。 5それゆえ、あなたがたの腫物はれものの像ぞうと、地ちを荒あらすねずみの像ぞうを造つくり、イスラエルの神かみに栄光えいこうを帰きするならば、たぶん彼かれは、あなたがた、およびあなたがたの神々かみがみと、あなたがたの地ちに、その手てを加くわえることを軽かるくされるであろう。 6なにゆえ、あなたがたはエジプトびととパロがその心こころをかたくなにしたように、自分じぶんの心こころをかたくなにするのか。神かみが彼かれらを悩なやましたので、彼かれらは民たみを行いかせ、民たみは去さったではないか。 7それゆえ今いま、新あたらしい車くるま一両りょうを造つくり、まだくびきを付つけたことのない乳牛にゅうぎゅう二頭とうをとり、その牛うしを車くるまにつなぎ、そのおのおのの子こ牛うしを乳牛にゅうぎゅうから離はなして家いえに連つれ帰かえり、 8主しゅの箱はこをとって、それをその車くるまに載のせ、あなたがたがとがの供そなえ物ものとして彼かれに償つぐなう金きんの作つくり物ものを一つの箱はこにおさめてそのかたわらに置おき、それを送おくって去さらせなさい。 9そして見みていて、それが自分じぶんの領地りょうちへ行いく道みちを、ベテシメシへ上のぼるならば、この大おおいなる災わざわいを、われわれに下くだしたのは彼かれである。しかし、そうしない時ときは、われわれを撃うったのは彼かれの手てではなく、その事ことの偶然ぐうぜんであったことを知しるであろう」。
    


    
      10人々ひとびとはそのようにした。すなわち、彼かれらは二頭とうの乳牛にゅうぎゅうをとって、これを車くるまにつなぎ、そのおのおのの子こ牛うしを家いえに閉とじこめ、 11主しゅの箱はこ、および金きんのねずみと、腫物はれものの像ぞうをおさめた箱はことを車くるまに載のせた。 12すると雌牛めうしはまっすぐにベテシメシの方向ほうこうへ、ひとすじに大路おおじを歩あゆみ、鳴なきながら進すすんでいって、右みぎにも左ひだりにも曲まがらなかった。ペリシテびとの君きみたちは、ベテシメシの境さかいまでそのあとについていった。 13時ときにベテシメシの人々ひとびとは谷たにで小麦こむぎを刈かり入いれていたが、目めをあげて、その箱はこを見み、それを迎むかえて喜よろこんだ。 14車くるまはベテシメシびとヨシュアの畑はたけにはいって、そこにとどまった。その所ところに大おおきな石いしがあった。人々ひとびとは車くるまの木きを割わり、その雌牛めうしを燔祭はんさいとして主しゅにささげた。 15レビびとは主しゅの箱はこと、そのかたわらの、金きんの作つくり物ものをおさめた箱はこを取とりおろし、それを大石おおいしの上うえに置おいた。そしてベテシメシの人々ひとびとは、その日ひ、主しゅに燔祭はんさいを供そなえ、犠牲ぎせいをささげた。 16ペリシテびとの五人にんの君きみたちはこれを見みて、その日ひ、エクロンに帰かえった。
    


    
      17ペリシテびとが、とがの供そなえ物ものとして、主しゅに償つぐないをした金きんの腫物はれものは、次つぎのとおりである。すなわちアシドドのために一つ、ガザのために一つ、アシケロンのために一つ、ガテのために一つ、エクロンのために一つであった。 18また金きんのねずみは、城壁じょうへきをめぐらした町まちから城壁じょうへきのない村里むらざとにいたるまで、すべて五人にんの君きみたちに属ぞくするペリシテびとの町まちの数かずにしたがって造つくった。主しゅの箱はこをおろした所ところのかたわらにあった大石おおいしは、今日こんにちにいたるまで、ベテシメシびとヨシュアの畑はたけにあって、あかしとなっている。
    


    
      19ベテシメシの人々ひとびとで主しゅの箱はこの中なかを見みたものがあったので、主しゅはこれを撃うたれた。すなわち民たみのうち七十人にんを撃うたれた。主しゅが民たみを撃うって多おおくの者ものを殺ころされたので、民たみはなげき悲かなしんだ。 20ベテシメシの人々ひとびとは言いった、「だれが、この聖せいなる神かみ、主しゅの前まえに立たつことができようか。主しゅはわれわれを離はなれてだれの所ところへ上のぼって行いかれたらよいのか」。 21そして彼かれらは、使者ししゃをキリアテ・ヤリムの人々ひとびとにつかわして言いった、「ペリシテびとが主しゅの箱はこを返かえしたから、下くだってきて、それをあなたがたの所ところへ携たずさえ上のぼってください」。
    

  


  


  
    第七章


    
      1キリアテ・ヤリムの人々ひとびとは、きて、主しゅの箱はこを携たずさえ上のぼり、丘おかの上うえのアビナダブの家いえに持もってきて、その子こエレアザルを聖別せいべつして、主しゅの箱はこを守まもらせた。 2その箱はこは久ひさしくキリアテ・ヤリムにとどまって、二十年ねんを経へた。イスラエルの全家ぜんかは主しゅを慕したって嘆なげいた。
    


    
      3その時ときサムエルはイスラエルの全家ぜんかに告つげていった、「もし、あなたがたが一心いっしんに主しゅに立たち返かえるのであれば、ほかの神々かみがみとアシタロテを、あなたがたのうちから捨すて去さり、心こころを主しゅに向むけ、主しゅにのみ仕つかえなければならない。そうすれば、主しゅはあなたがたをペリシテびとの手てから救すくい出だされるであろう」。 4そこでイスラエルの人々ひとびとはバアルとアシタロテを捨すて去さり、ただ主しゅにのみ仕つかえた。
    


    
      5サムエルはまた言いった、「イスラエルびとを、ことごとくミヅパに集あつめなさい。わたしはあなたがたのために主しゅに祈いのりましょう」。 6人々ひとびとはミヅパに集あつまり、水みずをくんでそれを主しゅの前まえに注そそぎ、その日ひ、断食だんじきしてその所ところで言いった、「われわれは主しゅに対たいして罪つみを犯おかした」。サムエルはミヅパでイスラエルの人々ひとびとをさばいた。 7イスラエルの人々ひとびとのミヅパに集あつまったことがペリシテびとに聞きこえたので、ペリシテびとの君きみたちは、イスラエルに攻せめ上のぼってきた。イスラエルの人々ひとびとはそれを聞きいて、ペリシテびとを恐おそれた。 8そしてイスラエルの人々ひとびとはサムエルに言いった、「われわれのため、われわれの神かみ、主しゅに叫さけぶことを、やめないでください。そうすれば主しゅがペリシテびとの手てからわれわれを救すくい出だされるでしょう」。 9そこでサムエルは乳ちちを飲のむ小羊こひつじ一頭とうをとり、これを全まったき燔祭はんさいとして主しゅにささげた。そしてサムエルはイスラエルのために主しゅに叫さけんだので、主しゅはこれに答こたえられた。 10サムエルが燔祭はんさいをささげていた時とき、ペリシテびとはイスラエルと戦たたかおうとして近ちかづいてきた。しかし主しゅはその日ひ、大おおいなる雷かみなりをペリシテびとの上うえにとどろかせて、彼かれらを乱みだされたので、彼かれらはイスラエルびとの前まえに敗やぶれて逃にげた。 11イスラエルの人々ひとびとはミヅパを出でてペリシテびとを追おい、これを撃うって、ベテカルの下したまで行いった。
    


    
      12その時ときサムエルは一つの石いしをとってミヅパとエシャナの間あいだにすえ、「主しゅは今いまに至いたるまでわれわれを助たすけられた」と言いって、その名なをエベネゼルと名なづけた。 13こうしてペリシテびとは征服せいふくされ、ふたたびイスラエルの領地りょうちに、はいらなかった。サムエルの一生いっしょうの間あいだ、主しゅの手てが、ペリシテびとを防ふせいだ。 14ペリシテびとがイスラエルから取とった町々まちまちは、エクロンからガテまで、イスラエルにかえり、イスラエルはその周囲しゅういの地ちをもペリシテびとの手てから取とりかえした。またイスラエルとアモリびととの間あいだには平和へいわがあった。
    


    
      15サムエルは一生いっしょうの間あいだイスラエルをさばいた。 16年としごとにサムエルはベテルとギルガル、およびミヅパを巡めぐって、その所々ところどころでイスラエルをさばき、 17ラマに帰かえった。そこに彼かれの家いえがあったからである。その所ところでも彼かれはイスラエルをさばき、またそこで主しゅに祭壇さいだんを築きずいた。
    

  


  


  
    第八章


    
      1サムエルは年老としおいて、その子こらをイスラエルのさばきづかさとした。 2長子ちょうしの名なはヨエルといい、次つぎの子この名なはアビヤと言いった。彼かれらはベエルシバでさばきづかさであった。 3しかしその子こらは父ちちの道みちを歩あゆまないで、利りにむかい、まいないを取とって、さばきを曲まげた。
    


    
      4この時とき、イスラエルの長老ちょうろうたちはみな集あつまってラマにおるサムエルのもとにきて、 5言いった、「あなたは年老としおい、あなたの子こたちはあなたの道みちを歩あゆまない。今いまほかの国々くにぐにのように、われわれをさばく王おうを、われわれのために立たててください」。 6しかし彼かれらが、「われわれをさばく王おうを、われわれに与あたえよ」と言いうのを聞きいて、サムエルは喜よろこばなかった。そしてサムエルが主しゅに祈いのると、 7主しゅはサムエルに言いわれた、「民たみが、すべてあなたに言いう所ところの声こえに聞きき従したがいなさい。彼かれらが捨すてるのはあなたではなく、わたしを捨すてて、彼かれらの上うえにわたしが王おうであることを認みとめないのである。 8彼かれらは、わたしがエジプトから連つれ上のぼった日ひから、きょうまで、わたしを捨すててほかの神々かみがみに仕つかえ、さまざまの事ことをわたしにしたように、あなたにもしているのである。 9今いまその声こえに聞きき従したがいなさい。ただし、深ふかく彼かれらを戒いましめて、彼かれらを治おさめる王おうのならわしを彼かれらに示しめさなければならない」。
    


    
      10サムエルは王おうを立たてることを求もとめる民たみに主しゅの言葉ことばをことごとく告つげて、 11言いった、「あなたがたを治おさめる王おうのならわしは次つぎのとおりである。彼かれはあなたがたのむすこを取とって、戦車せんしゃ隊たいに入いれ、騎兵きへいとし、自分じぶんの戦車せんしゃの前まえに走はしらせるであろう。 12彼かれはまたそれを千人にんの長ちょう、五十人にんの長ちょうに任にんじ、またその地ちを耕たがやさせ、その作物さくもつを刈からせ、またその武器ぶきと戦車せんしゃの装備そうびを造つくらせるであろう。 13また、あなたがたの娘むすめを取とって、香こうをつくる者ものとし、料理りょうりをする者ものとし、パンを焼やく者ものとするであろう。 14また、あなたがたの畑はたけとぶどう畑はたけとオリブ畑はたけの最もっとも良よい物ものを取とって、その家来けらいに与あたえ、 15あなたがたの穀物こくもつと、ぶどう畑はたけの、十分ぶんの一を取とって、その役人やくにんと家来けらいに与あたえ、 16また、あなたがたの男女だんじょの奴隷どれいおよび、あなたがたの最もっとも良よい牛うしとろばを取とって、自分じぶんのために働はたらかせ、 17また、あなたがたの羊ひつじの十分ぶんの一を取とり、あなたがたは、その奴隷どれいとなるであろう。 18そしてその日ひあなたがたは自分じぶんのために選えらんだ王おうのゆえに呼よばわるであろう。しかし主しゅはその日ひにあなたがたに答こたえられないであろう」。
    


    
      19ところが民たみはサムエルの声こえに聞きき従したがうことを拒こばんで言いった、「いいえ、われわれを治おさめる王おうがなければならない。 20われわれも他たの国々くにぐにのようになり、王おうがわれわれをさばき、われわれを率ひきいて、われわれの戦たたかいにたたかうのである」。 21サムエルは民たみの言葉ことばをことごとく聞きいて、それを主しゅの耳みみに告つげた。 22主しゅはサムエルに言いわれた、「彼かれらの声こえに聞きき従したがい、彼かれらのために王おうを立たてよ」。サムエルはイスラエルの人々ひとびとに言いった、「あなたがたは、めいめいその町まちに帰かえりなさい」。
    

  


  


  
    第九章


    
      1さて、ベニヤミンの人ひとで、キシという名なの裕福ゆうふくな人ひとがあった。キシはアビエルの子こ、アビエルはゼロルの子こ、ゼロルはベコラテの子こ、ベコラテはアピヤの子こ、アピヤはベニヤミンびとである。 2キシにはサウルという名なの子こがあった。若わかくて麗うるわしく、イスラエルの人々ひとびとのうちに彼かれよりも麗うるわしい人ひとはなく、民たみのだれよりも肩かたから上うえ、背せが高たかかった。
    


    
      3サウルの父ちちキシの数すう頭とうのろばがいなくなった。そこでキシは、その子こサウルに言いった、「しもべをひとり連つれて、立たって行いき、ろばを捜さがしてきなさい」。 4そこでふたりはエフライムの山地さんちを通とおりすぎ、シャリシャの地ちを通とおり過すぎたけれども見当みあたらず、シャリムの地ちを通とおり過すぎたけれどもおらず、ベニヤミンの地ちを通とおり過すぎたけれども見当みあたらなかった。
    


    
      5彼かれらがツフの地ちにきた時とき、サウルは連つれてきたしもべに言いった、「さあ、帰かえろう。父ちちは、ろばのことよりも、われわれのことを心配しんぱいするだろう」。 6ところが、しもべは言いった、「この町まちには神かみの人ひとがおられます。尊たっとい人ひとで、その言いわれることはみなそのとおりになります。その所ところへ行いきましょう。われわれの出でてきた旅たびのことについて何なにか示しめされるでしょう」。 7サウルはしもべに言いった、「しかし行いくのであれば、その人ひとに何なにを贈おくろうか。袋ふくろのパンはもはや、なくなり、神かみの人ひとに持もっていく贈おくり物ものがない。何なにかありますか」。 8しもべは、またサウルに答こたえた、「わたしの手てに四分ぶんの一シケルの銀ぎんがあります。わたしはこれを、神かみの人ひとに与あたえて、われわれの道みちを示しめしてもらいましょう」。 9——昔むかしイスラエルでは、神かみに問とうために行いく時ときには、こう言いった、「さあ、われわれは先見者せんけんしゃのところへ行いこう」。今いまの預言者よげんしゃは、昔むかしは先見者せんけんしゃといわれていたのである。—— 10サウルはそのしもべに言いった、「それは良よい。さあ、行いこう」。こうして彼かれらは、神かみの人ひとのいるその町まちへ行いった。
    


    
      11彼かれらは町まちへ行いく坂さかを上のぼっている時とき、水みずをくむために出でてくるおとめたちに出会であったので、彼かれらに言いった、「先見者せんけんしゃはここにおられますか」。 12おとめたちは答こたえた、「おられます。ごらんなさい、この先さきです。急いそいで行いきなさい。民たみがきょう高たかき所ところで犠牲ぎせいをささげるので、たった今いま、町まちにこられたところです。 13あなたがたは、町まちにはいるとすぐ、あのかたが高たかき所ところに上のぼって食事しょくじされる前まえに会あえるでしょう。民たみはそのかたがこられるまでは食事しょくじをしません。あのかたが犠牲ぎせいを祝福しゅくふくされてから、招まねかれた人々ひとびとが食事しょくじをするのです。さあ、上のぼっていきなさい。すぐに会あえるでしょう」。 14こうして彼かれらは町まちに上のぼっていった。そして町まちの中なかに、はいろうとした時とき、サムエルは高たかき所ところに上のぼるため彼かれらのほうに向むかって出でてきた。
    


    
      15さてサウルが来くる一日にち前まえに、主しゅはサムエルの耳みみに告つげて言いわれた、 16「あすの今いまごろ、あなたの所ところに、ベニヤミンの地ちから、ひとりの人ひとをつかわすであろう。あなたはその人ひとに油あぶらを注そそいで、わたしの民たみイスラエルの君きみとしなさい。彼かれはわたしの民たみをペリシテびとの手てから救すくい出だすであろう。わたしの民たみの叫さけびがわたしに届とどき、わたしがその悩なやみを顧かえりみるからである」。 17サムエルがサウルを見みた時とき、主しゅは言いわれた、「見みよ、わたしの言いったのはこの人ひとである。この人ひとがわたしの民たみを治おさめるであろう」。 18そのときサウルは、門もんの中なかでサムエルに近ちかづいて言いった、「先見者せんけんしゃの家いえはどこですか。どうか教おしえてください」。 19サムエルはサウルに答こたえた、「わたしがその先見者せんけんしゃです。わたしの前まえに行いって、高たかき所ところに上のぼりなさい。あなたがたは、きょう、わたしと一緒いっしょに食事しょくじしなさい。わたしはあすの朝あさあなたを帰かえらせ、あなたの心こころにあることをみな示しめしましょう。 20三日か前まえに、いなくなったあなたのろばは、もはや見みつかったので心こころにかけなくてもよろしい。しかしイスラエルのすべての望のぞましきものはだれのものですか。それはあなたのもの、あなたの父ちちの家いえのすべての人ひとのものではありませんか」。 21サウルは答こたえた、「わたしはイスラエルのうちの最もっとも小ちいさい部族ぶぞくのベニヤミンびとであって、わたしの一族いちぞくはまたベニヤミンのどの一族いちぞくよりも卑いやしいものではありませんか。どうしてあなたは、そのようなことをわたしに言いわれるのですか」。
    


    
      22サムエルはサウルとそのしもべを導みちびいて、へやにはいり、招まねかれた三十人にんほどのうちの上座かみざにすわらせた。 23そしてサムエルは料理りょうり人にんに言いった、「あなたに渡わたして、取とりのけておくようにと言いっておいた分ぶんを持もってきなさい」。 24料理りょうり人にんは、ももとその上うえの部分ぶぶんを取とり上あげて、それをサウルの前まえに置おいた。そしてサムエルは言いった、「ごらんなさい。取とっておいた物ものが、あなたの前まえに置おかれています。召めしあがってください。あなたが客人きゃくじんたちと一緒いっしょに食事しょくじができるように、この時ときまで、あなたのために取とっておいたものです」。
    


    
      こうしてサウルはその日ひサムエルと一緒いっしょに食事しょくじをした。 25そして彼かれらが高たかき所ところを下くだって町まちにはいった時とき、サウルのために屋上おくじょうに床とこが設もうけられ、彼かれはその上うえに身みを横よこたえて寝ねた。 26そして夜明よあけになって、サムエルは屋上おくじょうのサウルに呼よばわって言いった、「起おきなさい。あなたをお送おくりします」。サウルは起おき上あがった。そしてサウルとサムエルのふたりは、共ともに外そとに出でた。
    


    
      27彼かれらが町まちはずれに下くだった時とき、サムエルはサウルに言いった、「あなたのしもべに先さきに行いくように言いいなさい。しもべが先さきに行いったら、あなたは、しばらくここに立たちとどまってください。神かみの言葉ことばを知しらせましょう」。
    

  


  


  
    第十章


    
      1その時ときサムエルは油あぶらのびんを取とって、サウルの頭あたまに注そそぎ、彼かれに口くちづけして言いった、「主しゅはあなたに油あぶらを注そそいで、その民たみイスラエルの君きみとされたではありませんか。あなたは主しゅの民たみを治おさめ、周囲しゅういの敵てきの手てから彼かれらを救すくわなければならない。主しゅがあなたに油あぶらを注そそいで、その嗣し業ぎょうの君きみとされたことの、しるしは次つぎのとおりです。 2あなたがきょう、わたしを離はなれて、去さって行いくとき、ベニヤミンの領地りょうちのゼルザにあるラケルの墓はかのかたわらで、ふたりの人ひとに会あうでしょう。そして彼かれらはあなたに言いいます、『あなたが捜さがしに行いかれたろばは見みつかりました。いま父上ちちうえは、ろばよりもあなたがたの事ことを心配しんぱいして、「わが子このことは、どうしよう」と言いっておられます』。 3あなたが、そこからなお進すすんで、タボルのかしの木きの所ところへ行いくと、そこでベテルに上のぼって神かみを拝おがもうとする三人にんの者ものに会あうでしょう。ひとりは三頭とうの子こやぎを連つれ、ひとりは三つのパンを携たずさえ、ひとりは、ぶどう酒しゅのはいった皮かわ袋ぶくろ一つを携たずさえている。 4彼かれらはあなたにあいさつし、二つのパンをくれるでしょう。あなたはそれを、その手てから受うけなければならない。 5その後のち、あなたは神かみのギベアへ行いく。そこはペリシテびとの守備しゅび兵へいのいる所ところである。あなたはその所ところへ行いって、町まちにはいる時とき、立琴たてごと、手て鼓つづみ、笛ふえ、琴ことを執とる人々ひとびとを先さきに行いかせて、預言よげんしながら高たかき所ところから降ふりてくる一群いちぐんの預言者よげんしゃに会あうでしょう。 6その時とき、主しゅの霊れいがあなたの上うえにもはげしく下くだって、あなたは彼かれらと一緒いっしょに預言よげんし、変かわって新あたらしい人ひととなるでしょう。 7これらのしるしが、あなたの身みに起たったならば、あなたは手当てあたりしだいになんでもしなさい。神かみがあなたと一緒いっしょにおられるからです。 8あなたはわたしに先立さきだってギルガルに下くだらなければならない。わたしはあなたのもとに下くだっていって、燔祭はんさいを供そなえ、酬恩祭しゅうおんさいをささげるでしょう。わたしがあなたのもとに行いって、あなたのしなければならない事ことをあなたに示しめすまで、七日なぬかのあいだ待またなければならない」。
    


    
      9サウルが背せをかえしてサムエルを離はなれたとき、神かみは彼かれに新あたらしい心こころを与あたえられた。これらのしるしは皆みなその日ひに起たった。 10彼かれらはギベアにきた時とき、預言者よげんしゃの一群いちぐんに出会であった。そして神かみの霊れいが、はげしくサウルの上うえに下くだり、彼かれは彼かれらのうちにいて預言よげんした。 11もとからサウルを知しっていた人々ひとびとはみな、サウルが預言者よげんしゃたちと共ともに預言よげんするのを見みて互たがいに言いった、「キシの子こに何事なにごとが起たったのか。サウルもまた預言者よげんしゃたちのうちにいるのか」。 12その所ところのひとりの者ものが答こたえた、「彼かれらの父ちちはだれなのか」。それで「サウルもまた預言者よげんしゃたちのうちにいるのか」というのが、ことわざとなった。 13サウルは預言よげんすることを終おえて、高たかき所ところへ行いった。
    


    
      14サウルのおじが、サウルとそのしもべとに言いった、「あなたがたは、どこへ行いったのか」。サウルは言いった、「ろばを捜さがしにいったのですが、どこにもいないので、サムエルのもとに行いきました」。 15サウルのおじは言いった、「サムエルが、どんなことを言いったか、どうぞ話はなしてください」。 16サウルはおじに言いった、「ろばが見みつかったと、はっきり、わたしたちに言いいました」。しかしサムエルが言いった王国おうこくのことについて、おじには何なにも告つげなかった。
    


    
      17さて、サムエルは民たみをミヅパで主しゅの前まえに集あつめ、 18イスラエルの人々ひとびとに言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、『わたしはイスラエルをエジプトから導みちびき出だし、あなたがたをエジプトびとの手て、およびすべてあなたがたをしえたげる王国おうこくの手てから救すくい出だした』。 19しかしあなたがたは、きょう、あなたがたをその悩なやみと苦くるしみの中なかから救すくわれるあなたがたの神かみを捨すて、その上うえ、『いいえ、われわれの上うえに王おうを立たてよ』と言いう。それゆえ今いま、あなたがたは、部族ぶぞくにしたがい、また氏族しぞくにしたがって、主しゅの前まえに出でなさい」。
    


    
      20こうしてサムエルがイスラエルのすべての部族ぶぞくを呼よび寄よせた時とき、ベニヤミンの部族ぶぞくが、くじに当あたった。 21またベニヤミンの部族ぶぞくをその氏族しぞくにしたがって呼よび寄よせた時とき、マテリの氏族しぞくが、くじに当あたり、マテリの氏族しぞくを人ひとごとに呼よび寄よせた時とき、キシの子こサウルが、くじに当あたった。しかし人々ひとびとが彼かれを捜さがした時とき、見みつからなかった。 22そこでまた主しゅに「その人ひとはここにきているのですか」と問とうと、主しゅは言いわれた、「彼かれは荷物にもつの間あいだに隠かくれている」。 23人々ひとびとは走はしって行いって、彼かれをそこから連つれてきた。彼かれは民たみの中なかに立たったが、肩かたから上うえは、民たみのどの人ひとよりも高たかかった。 24サムエルはすべての民たみに言いった、「主しゅが選えらばれた人ひとをごらんなさい。民たみのうちに彼かれのような人ひとはないではありませんか」。民たみはみな「王おう万歳ばんざい」と叫さけんだ。
    


    
      25その時ときサムエルは王国おうこくのならわしを民たみに語かたり、それを書しょにしるして、主しゅの前まえにおさめた。こうしてサムエルはすべての民たみをそれぞれ家いえに帰かえらせた。 26サウルもまたギベアにある彼かれの家いえに帰かえった。そして神かみにその心こころを動うごかされた勇士ゆうしたちも彼かれと共ともに行いった。 27しかし、よこしまな人々ひとびとは「この男おとこがどうしてわれわれを救すくうことができよう」と言いって、彼かれを軽かろんじ、贈おくり物ものをしなかった。しかしサウルは黙だまっていた。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1アンモンびとナハシは上のぼってきて、ヤベシ・ギレアデを攻せめ囲かこんだ。ヤベシの人々ひとびとはナハシに言いった、「われわれと契約けいやくを結むすびなさい。そうすればわれわれはあなたに仕つかえます」。 2しかしアンモンびとナハシは彼かれらに言いった、「次つぎの条件じょうけんであなたがたと契約けいやくを結むすぼう。すなわち、わたしが、あなたがたすべての右みぎの目めをえぐり取とって、全ぜんイスラエルをはずかしめるということだ」。 3ヤベシの長老ちょうろうたちは彼かれに言いった、「われわれに七日なぬかの猶予ゆうよを与あたえ、イスラエルの全ぜん領土りょうどに使者ししゃを送おくることを許ゆるしてください。そしてもしわれわれを救すくう者ものがない時ときは降伏こうふくします」。 4こうして使者ししゃが、サウルのギベアにきて、この事ことを民たみの耳みみに告つげたので、民たみはみな声こえをあげて泣ないた。
    


    
      5その時ときサウルは畑はたけから牛うしのあとについてきた。そしてサウルは言いった、「民たみが泣ないているのは、どうしたのか」。人々ひとびとは彼かれにヤベシの人々ひとびとの事ことを告つげた。 6サウルがこの言葉ことばを聞きいた時とき、神かみの霊れいが激はげしく彼かれの上うえに臨のぞんだので、彼かれの怒いかりははなはだしく燃もえた。 7彼かれは一くびきの牛うしをとり、それを切きり裂さき、使者ししゃの手てによってイスラエルの全ぜん領土りょうどに送おくって言いわせた、「だれであってもサウルとサムエルとに従したがって出でない者ものは、その牛うしがこのようにされるであろう」。民たみは主しゅを恐おそれて、ひとりのように出でてきた。 8サウルはベゼクでそれを数かぞえたが、イスラエルの人々ひとびとは三十万、ユダの人々ひとびとは三万であった。 9そして人々ひとびとは、きた使者ししゃたちに言いった、「ヤベシ・ギレアデの人ひとにこう言いいなさい、『あす、日ひの暑あつくなるころ、あなたがたは救すくいを得えるであろう』と」。使者ししゃが帰かえって、ヤベシの人々ひとびとに告つげたので、彼かれらは喜よろこんだ。 10そこでヤベシの人々ひとびとは言いった、「あす、われわれは降伏こうふくします。なんでも、あなたがたが良よいと思おもうことを、われわれにしてください」。 11明あくる日ひ、サウルは民たみを三つの部隊ぶたいに分わけ、あかつきに敵てきの陣営じんえいに攻せめ入いり、日ひの暑あつくなるころまで、アンモンびとを殺ころした。生いき残のこった者ものはちりぢりになって、ふたり一緒いっしょにいるものはなかった。
    


    
      12その時とき、民たみはサムエルに言いった、「さきに、『サウルがどうしてわれわれを治おさめることができようか』と言いったものはだれでしょうか。その人々ひとびとを引ひき出だしてください。われわれはその人々ひとびとを殺ころします」。 13しかしサウルは言いった、「主しゅはきょう、イスラエルに救すくいを施ほどこされたのですから、きょうは人ひとを殺ころしてはなりません」。 14そこでサムエルは民たみに言いった、「さあ、ギルガルへ行いって、あそこで王国おうこくを一新いっしんしよう」。 15こうして民たみはみなギルガルへ行いって、その所ところで主しゅの前まえにサウルを王おうとし、酬恩祭しゅうおんさいを主しゅの前まえにささげ、サウルとイスラエルの人々ひとびとは皆みな、その所ところで大おおいに祝いわった。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1サムエルはイスラエルの人々ひとびとに言いった、「見みよ、わたしは、あなたがたの言葉ことばに聞きき従したがって、あなたがたの上うえに王おうを立たてた。 2見みよ王おうは今いま、あなたがたの前まえに歩あゆむ。わたしは年老としおいて髪かみは白しろくなった。わたしの子こらもあなたがたと共ともにいる。わたしは若わかい時ときから、きょうまで、あなたがたの前まえに歩あゆんだ。 3わたしはここにいる。主しゅの前まえと、その油あぶらそそがれた者ものの前まえに、わたしを訴うったえよ。わたしが、だれの牛うしを取とったか。だれのろばを取とったか。だれを欺あざむいたか。だれをしえたげたか。だれの手てから、まいないを取とって、自分じぶんの目めをくらましたか。もしそのようなことがあれば、わたしはそれを、あなたがたに償つぐなおう」。 4彼かれらは言いった、「あなたは、われわれを欺あざむいたことも、しえたげたこともありません。また人ひとの手てから何なにも取とったことはありません」。 5サムエルは彼かれらに言いった、「あなたがたが、わたしの手てのうちに、なんの不正ふせいをも見みいださないことを、主しゅはあなたがたにあかしされる。その油あぶらそそがれた者ものも、きょうそれをあかしする」。彼かれらは言いった、「あかしされます」。
    


    
      6サムエルは民たみに言いった、「モーセとアロンを立たてて、あなたがたの先祖せんぞをエジプトの地ちから導みちびき出だされた主しゅが証人しょうにんです。 7それゆえ、あなたがたは今いま、立たちなさい。わたしは主しゅが、あなたがたとあなたがたの先祖せんぞのために行おこなわれたすべての救すくいのわざについて、主しゅの前まえに、あなたがたと論ろんじよう。 8ヤコブがエジプトに行いって、エジプトびとが、彼かれらを、しえたげた時とき、あなたがたの先祖せんぞは主しゅに呼よばわったので、主しゅはモーセとアロンをつかわされた。そこで彼かれらは、あなたがたの先祖せんぞをエジプトから導みちびき出だして、この所ところに住すまわせた。 9しかし、彼かれらがその神かみ、主しゅを忘わすれたので、主しゅは彼かれらをハゾルの王おうヤビンの軍ぐんの長ちょうシセラの手てに渡わたし、またペリシテびとの手てとモアブの王おうの手てにわたされた。そこで彼かれらがイスラエルを攻せめたので、 10民たみは主しゅに呼よばわって言いった、『われわれは主しゅを捨すて、バアルとアシタロテに仕つかえて、罪つみを犯おかしました。今いま、われわれを敵てきの手てから救すくい出だしてください。われわれはあなたに仕つかえます』。 11主しゅはエルバアルとバラクとエフタとサムエルをつかわして、あなたがたを周囲しゅういの敵てきの手てから救すくい出だされたので、あなたがたは安やすらかに住すむことができた。 12ところが、アンモンびとの王おうナハシが攻せめてくるのを見みたとき、あなたがたの神かみ、主しゅがあなたがたの王おうであるのに、あなたがたはわたしに、『いいえ、われわれを治おさめる王おうがなければならない』と言いった。 13それゆえ、今いまあなたがたの選えらんだ王おう、あなたがたが求もとめた王おうを見みなさい。主しゅはあなたがたの上うえに王おうを立たてられた。 14もし、あなたがたが主しゅを恐おそれ、主しゅに仕つかえて、その声こえに聞きき従したがい、主しゅの戒いましめにそむかず、あなたがたも、あなたがたを治おさめる王おうも共ともに、あなたがたの神かみ、主しゅに従したがうならば、それで良よい。 15しかし、もしあなたがたが主しゅの声こえに聞きき従したがわず、主しゅの戒いましめにそむくならば、主しゅの手ては、あなたがたとあなたがたの王おうを攻せめるであろう。 16それゆえ、今いま、あなたがたは立たって、主しゅが、あなたがたの目めの前まえで行おこなわれる、この大おおいなる事ことを見みなさい。 17きょうは小麦こむぎ刈かりの時ときではないか。わたしは主しゅに呼よばわるであろう。そのとき主しゅは雷かみなりと雨あめを下くだして、あなたがたが王おうを求もとめて、主しゅの前まえに犯おかした罪つみの大おおいなることを見みさせ、また知しらせられるであろう」。 18そしてサムエルが主しゅに呼よばわったので、主しゅはその日ひ、雷かみなりと雨あめを下くだされた。民たみは皆みなひじょうに主しゅとサムエルとを恐おそれた。
    


    
      19民たみはみなサムエルに言いった、「しもべらのために、あなたの神かみ、主しゅに祈いのって、われわれの死しなないようにしてください。われわれは、もろもろの罪つみを犯おかした上うえに、また王おうを求もとめて、悪あくを加くわえました」。 20サムエルは民たみに言いった、「恐おそれることはない。あなたがたは、このすべての悪あくをおこなった。しかし主しゅに従したがうことをやめず、心こころをつくして主しゅに仕つかえなさい。 21むなしい物ものに迷まよって行いってはならない。それは、あなたがたを助たすけることも救すくうこともできないむなしいものだからである。 22主しゅは、その大おおいなる名なのゆえに、その民たみを捨すてられないであろう。主しゅが、あなたがたを自分じぶんの民たみとすることを良よしとされるからである。 23また、わたしは、あなたがたのために祈いのることをやめて主しゅに罪つみを犯おかすことは、けっしてしないであろう。わたしはまた良よい、正ただしい道みちを、あなたがたに教おしえるであろう。 24あなたがたは、ただ主しゅを恐おそれ、心こころをつくして、誠実せいじつに主しゅに仕つかえなければならない。そして主しゅがどんなに大おおきいことをあなたがたのためにされたかを考かんがえなければならない。 25しかし、あなたがたが、なおも悪あくを行おこなうならば、あなたがたも、あなたがたの王おうも、共ともに滅ほろぼされるであろう」。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1サウルは三十歳さいで王おうの位くらいにつき、二年ねんイスラエルを治おさめた。
    


    
      2さてサウルはイスラエルびと三千を選えらんだ。二千はサウルと共ともにミクマシ、およびベテルの山地さんちにおり、一千はヨナタンと共ともにベニヤミンのギベアにいた。サウルはその他たの民たみを、おのおの、その天幕てんまくに帰かえらせた。 3ヨナタンは、ゲバにあるペリシテびとの守備しゅび兵へいを敗やぶった。ペリシテびとはそのことを聞きいた。そこで、サウルは国中くにぢゅうに、あまねく角笛つのぶえを吹ふきならして言いわせた、「ヘブルびとよ、聞きけ」。 4イスラエルの人ひとは皆みな、サウルがペリシテびとの守備しゅび兵へいを敗やぶったこと、そしてイスラエルがペリシテびとに憎にくまれるようになったことを聞きいた。こうして民たみは召めされて、ギルガルのサウルのもとに集あつまった。
    


    
      5ペリシテびとはイスラエルと戦たたかうために集あつまった。戦車せんしゃ三千、騎兵きへい六千、民たみは浜はまべの砂すなのように多おおかった。彼かれらは上のぼってきて、ベテアベンの東ひがしのミクマシに陣じんを張はった。 6イスラエルびとは、ひどく圧迫あっぱくされ、味方みかたが危あやうくなったのを見みて、ほら穴あなに、縦穴たてあなに、岩いわに、墓はかに、ため池いけに身みを隠かくした。 7また、あるヘブルびとはヨルダンを渡わたって、ガドとギレアデの地ちへ行いった。しかしサウルはなおギルガルにいて、民たみはみな、ふるえながら彼かれに従したがった。
    


    
      8サウルは、サムエルが定さだめたように、七日なぬかのあいだ待まったが、サムエルがギルガルにこなかったので、民たみは彼かれを離はなれて散ちって行いった。 9そこでサウルは言いった、「燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいをわたしの所ところに持もってきなさい」。こうして彼かれは燔祭はんさいをささげた。 10その燔祭はんさいをささげ終おわると、サムエルがきた。サウルはあいさつをしようと、彼かれを迎むかえに出でた。 11その時ときサムエルは言いった、「あなたは何なにをしたのですか」。サウルは言いった、「民たみはわたしを離はなれて散ちって行いき、あなたは定さだまった日ひのうちにこられないのに、ペリシテびとがミクマシに集あつまったのを見みたので、 12わたしは、ペリシテびとが今いまにも、ギルガルに下くだってきて、わたしを襲おそうかも知しれないのに、わたしはまだ主しゅの恵めぐみを求もとめることをしていないと思おもい、やむを得えず燔祭はんさいをささげました」。 13サムエルはサウルに言いった、「あなたは愚おろかなことをした。あなたは、あなたの神かみ、主しゅの命めいじられた命令めいれいを守まもらなかった。もし守まもったならば、主しゅは今いまあなたの王国おうこくを長ながくイスラエルの上うえに確保かくほされたであろう。 14しかし今いまは、あなたの王国おうこくは続つづかないであろう。主しゅは自分じぶんの心こころにかなう人ひとを求もとめて、その人ひとに民たみの君きみとなることを命めいじられた。あなたが主しゅの命めいじられた事ことを守まもらなかったからである」。 15こうしてサムエルは立たって、ギルガルからベニヤミンのギベアに上のぼっていった。
    


    
      サウルは共ともにいる民たみを数かぞえてみたが、おおよそ六百人にんあった。 16サウルとその子こヨナタン、ならびに、共ともにいる民たみは、ベニヤミンのゲバにおり、ペリシテびとはミクマシに陣じんを張はっていた。 17そしてペリシテびとの陣じんから三つの部隊ぶたいにわかれた略奪りゃくだつ隊たいが出でてきて、一部ぶ隊たいはオフラの方ほうに向むかって、シュアルの地ちに行いき、 18一部ぶ隊たいはベテホロンの方ほうに向むかい、一部ぶ隊たいは荒野あらのの方ほうのゼボイムの谷たにを見みおろす境さかいの方ほうに向むかった。
    


    
      19そのころ、イスラエルの地ちにはどこにも鉄工てっこうがいなかった。ペリシテびとが「ヘブルびとはつるぎも、やりも造つくってはならない」と言いったからである。 20ただしイスラエルの人ひとは皆みな、そのすきざき、くわ、おの、かまに刃はをつけるときは、ペリシテびとの所ところへ下くだって行いった。 21すきざきと、くわのための料金りょうきんは一ピムであり、おのに刃はをつけるのと、とげのあるむちを直なおすのは三分ぶんの一シケルであった。 22それでこの戦たたかいの日ひには、サウルおよびヨナタンと共ともにいた民たみの手てには、つるぎもやりもなく、ただサウルとその子こヨナタンとがそれを持もっていた。 23ペリシテびとの先陣せんじんはミクマシの渡わたりに進すすみ出でた。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1ある日ひ、サウルの子こヨナタンは、その武器ぶきを執とる若者わかものに「さあ、われわれは向むこう側がわの、ペリシテびとの先陣せんじんへ渡わたって行いこう」と言いった。しかしヨナタンは父ちちには告つげなかった。 2サウルはギベアのはずれで、ミグロンにある、ざくろの木きの下したにとどまっていたが、共ともにいた民たみはおおよそ六百人にんであった。 3またアヒヤはエポデを身みに着つけて共ともにいた。アヒヤはアヒトブの子こ、アヒトブはイカボデの兄弟きょうだい、イカボデはピネハスの子こ、ピネハスはシロにおいて主しゅの祭司さいしであったエリの子こである。民たみはヨナタンが出でかけることを知しらなかった。 4ヨナタンがペリシテびとの先陣せんじんに渡わたって行いこうとする渡わたりには、一方いっぽうに険けわしい岩いわがあり、他方たほうにも険けわしい岩いわがあり、一方いっぽうの名なをボゼヅといい、他方たほうの名なをセネといった。 5岩いわの一つはミクマシの前まえにあって北きたにあり、一つはゲバの前まえにあって南みなみにあった。
    


    
      6ヨナタンはその武器ぶきを執とる若者わかものに言いった、「さあ、われわれは、この割礼かつれいなき者ものどもの先陣せんじんへ渡わたって行いこう。主しゅがわれわれのために何なにか行おこなわれるであろう。多おおくの人ひとをもって救すくうのも、少すくない人ひとをもって救すくうのも、主しゅにとっては、なんの妨さまたげもないからである」。 7武器ぶきを執とる者ものは彼かれに言いった、「あなたの望のぞみどおりにしなさい。わたしは一緒いっしょにいます。わたしはあなたと同おなじ心こころです」。 8ヨナタンはまた言いった、「われわれは、あの人々ひとびとの所ところに渡わたっていって、彼かれらに身みを現あらわそう。 9そして、もし彼かれらがわれわれに、『こちらから行いくまで待まて』と言いうならば、われわれはその場ばにとどまり、彼かれらの所ところに上のぼっていかないであろう。 10しかし、もし彼かれらが『われわれのところへ上のぼってこい』と言いうならば、われわれは上のぼって行いこう。主しゅが彼かれらをわれわれの手てに渡わたされるからである。これをもってしるしとしよう」。 11こうしてふたりはペリシテびとの先陣せんじんに、その身みを現あらわしたので、ペリシテびとは言いった、「見みよ、ヘブルびとが、隠かくれていた穴あなから出でてくる」。 12先陣せんじんの人々ひとびとはヨナタンと、その武器ぶきを執とる者ものに叫さけんで言いった、「われわれのところに上のぼってこい。目めに、もの見みせてくれよう」。ヨナタンは、その武器ぶきを執とる者ものに言いった、「わたしのあとについて上のぼってきなさい。主しゅは彼かれらをイスラエルの手てに渡わたされたのだ」。 13そしてヨナタンはよじ登のぼり、武器ぶきを執とる者ものもそのあとについて登のぼった。ペリシテびとはヨナタンの前まえに倒たおれた。武器ぶきを執とる者ものも、あとについていってペリシテびとを殺ころした。 14ヨナタンとその武器ぶきを執とる者ものとが、手始てはじめに殺ころしたものは、おおよそ二十人にんであって、このことは一くびきの牛うしの耕たがやす畑はたけのおおよそ半分はんぶんの内うちで行おこなわれた。 15そして陣営じんえいにいる者もの、野のにいるもの、およびすべての民たみは恐怖きょうふに襲おそわれ、先陣せんじんのもの、および略奪りゃくだつ隊たいまでも、恐おそれおののいた。また地ちは震ふるい動うごき、非常ひじょうに大おおきな恐怖きょうふとなった。
    


    
      16ベニヤミンのギベアにいたサウルの番兵ばんぺいたちが見みると、ペリシテびとの群衆ぐんしゅうはくずれて右往左往うおうさおうしていた。 17その時ときサウルは、共ともにいる民たみに言いった、「人数にんずうを調しらべて、われわれのうちのだれが出でて行いったかを見みよ」。人数にんずうを調しらべたところ、ヨナタンとその武器ぶきを執とる者ものとがそこにいなかった。 18サウルはアヒヤに言いった、「エポデをここに持もってきなさい」。その時とき、アヒヤはイスラエルの人々ひとびとの前まえでエポデを身みに着つけていたからである。 19サウルが祭司さいしに語かたっている間あいだにも、ペリシテびとの陣営じんえいの騒さわぎはますます大おおきくなったので、サウルは祭司さいしに言いった、「手てを引ひきなさい」。 20こうしてサウルおよび共ともにいる民たみは皆みな、集あつまって戦たたかいに出でた。ペリシテびとはつるぎをもって同志どうし打うちしたので、非常ひじょうに大おおきな混乱こんらんとなった。 21また先さきにペリシテびとと共ともにいて、彼かれらと共ともに陣営じんえいにきていたヘブルびとたちも、翻ひるがえってサウルおよびヨナタンと共ともにいるイスラエルびとにつくようになった。 22またエフライムの山地さんちに身みを隠かくしていたイスラエルびとたちも皆みな、ペリシテびとが逃にげると聞きいて、彼かれらもまた戦たたかいに出でて、それを追撃ついげきした。 23こうして主しゅはその日ひイスラエルを救すくわれた。そして戦たたかいはベテアベンに移うつった。
    


    
      24しかしその日ひイスラエルの人々ひとびとは苦くるしんだ。これはサウルが民たみに誓ちかわせて「夕方ゆうがたまで、わたしが敵てきにあだを返かえすまで、食物しょくもつを食たべる者ものは、のろわれる」と言いったからである。それゆえ民たみのうちには、ひとりも食物しょくもつを口くちにしたものはなかった。 25ところで、民たみがみな森もりの中なかにはいると、地ちのおもてに蜜みつがあった。 26民たみは森もりにはいった時とき、蜜みつのしたたっているのを見みた。しかしだれもそれを手てに取とって口くちにつけるものがなかった。民たみが誓ちかいを恐おそれたからである。 27しかしヨナタンは、父ちちが民たみに誓ちかわせたことを聞きかなかったので、手てを伸のべてつえの先さきを蜜みつばちの巣すに浸ひたし、手てに取とって口くちにつけた。すると彼かれは目めがはっきりした。 28その時とき、民たみのひとりが言いった、「あなたの父ちちは、かたく民たみに誓ちかわせて『きょう、食物しょくもつを食たべる者ものは、のろわれる』と言いわれました。それで民たみは疲つかれているのです」。 29ヨナタンは言いった、「父ちちは国くにを悩なやませました。ごらんなさい。この蜜みつをすこしなめたばかりで、わたしの目めがこんなに、はっきりしたではありませんか。 30まして、民たみがきょう敵てきからぶんどった物ものを、じゅうぶん食たべていたならば、さらに多おおくのペリシテびとを殺ころしていたでしょうに」。
    


    
      31その日ひイスラエルびとは、ペリシテびとを撃うって、ミクマシからアヤロンに及およんだ。そして民たみは、ひじょうに疲つかれたので、 32ぶんどり物ものに、はせかかって、羊ひつじ、牛うし、子こ牛うしを取とって、それを地ちの上うえに殺ころし、血ちのままでそれを食たべた。 33人々ひとびとはサウルに言いった、「民たみは血ちのままで食たべて、主しゅに罪つみを犯おかしています」。サウルは言いった、「あなたがたはそむいている。この所ところへ、わたしのもとに大おおきな石いしをころがしてきなさい」。 34サウルはまた言いった、「あなたがたは分わかれて、民たみの中なかにはいって、彼かれらに言いいなさい、『おのおの牛うしまたは、羊ひつじを引ひいてきてここでほふって食たべなさい。血ちのままで食たべて、主しゅに罪つみを犯おかしてはならない』」。そこで民たみは皆みな、その夜よる、おのおの牛うしを引ひいてきて、それを、その所ところでほふった。 35こうしてサウルは主しゅに一つの祭壇さいだんを築きずいた。これはサウルが主しゅのために築きずいた最初さいしょの祭壇さいだんである。
    


    
      36サウルは言いった、「われわれは夜よるのうちにペリシテびとを追おって下くだり、夜明よあけまで彼かれらをかすめて、ひとりも残のこらぬようにしよう」。人々ひとびとは言いった、「良よいと思おもわれることを、なんでもしてください」。しかし祭司さいしは言いった、「われわれは、ここで、神かみに尋たずねましょう」。 37そこでサウルは神かみに伺うかがった、「わたしはペリシテびとを追おって下くだるべきでしょうか。あなたは彼かれらをイスラエルの手てに渡わたされるでしょうか」。しかし神かみはその日ひは答こたえられなかった。 38そこでサウルは言いった、「民たみの長ちょうたちよ、みなこの所ところに近ちかよりなさい。あなたがたは、よく見みきわめて、きょうのこの罪つみが起おきたわけを知しらなければならない。 39イスラエルを救すくう主しゅは生いきておられる。たとい、それがわたしの子こヨナタンであっても、必かならず死しななければならない」。しかし民たみのうちにはひとりも、これに答こたえるものがいなかった。 40サウルはイスラエルのすべての人ひとに言いった、「あなたがたは向むこう側がわにいなさい。わたしとわたしの子こヨナタンはこちら側がわにいましょう」。民たみはサウルに言いった、「良よいと思おもわれることをしてください」。 41そこでサウルは言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅよ、あなたはきょう、なにゆえしもべに答こたえられなかったのですか。もしこの罪つみがわたしにあるか、またはわたしの子こヨナタンにあるのでしたら、イスラエルの神かみ、主しゅよ、ウリムをお与あたえください。しかし、もしこの罪つみが、あなたの民たみイスラエルにあるのでしたらトンミムをお与あたえください」。こうしてヨナタンとサウルとが、くじに当あたり、民たみはのがれた。 42サウルは言いった、「わたしか、わたしの子こヨナタンかを決きめるために、くじを引ひきなさい」。くじはヨナタンに当あたった。
    


    
      43サウルはヨナタンに言いった、「あなたがしたことを、わたしに言いいなさい」。ヨナタンは言いった、「わたしは確たしかに手てにあったつえの先さきに少すこしばかりの蜜みつをつけて、なめました。わたしはここにいます。死しは覚悟かくごしています」。 44サウルは言いった、「神かみがわたしをいくえにも罰ばっしてくださるように。ヨナタンよ、あなたは必かならず死しななければならない」。 45その時とき、民たみはサウルに言いった、「イスラエルのうちにこの大おおいなる勝利しょうりをもたらしたヨナタンが死しななければならないのですか。決けっしてそうではありません。主しゅは生いきておられます。ヨナタンの髪かみの毛け一すじも地ちに落おとしてはなりません。彼かれは神かみと共ともにきょう働はたらいたのです」。こうして民たみはヨナタンを救すくったので彼かれは死しを免まぬかれた。 46サウルはペリシテびとを追おうことをやめて引ひきあげ、ペリシテびとはその国くにへ帰かえった。
    


    
      47サウルはイスラエルの王おうとなって、周囲しゅういのもろもろの敵てき、すなわちモアブ、アンモンの人々ひとびと、エドム、ゾバの王おうたちおよびペリシテびとと戦たたかい、すべて向むかう所ところで勝利しょうりを得えた。 48サウルは勇いさましく働はたらき、アマレクびとを撃うって、イスラエルびとを略奪者りゃくだつしゃの手てから救すくい出だした。
    


    
      49さて、サウルのむすこたちはヨナタン、エスイ、およびマルキシュアである。ふたりの娘むすめの名なは次つぎのとおりである。すなわち姉あねの名なはメラブ、妹いもうとの名なはミカルである。 50サウルの妻つまの名なはアヒノアムといい、アヒマアズの娘むすめである。また軍ぐんの長ちょうの名なはアブネルといい、サウルのおじネルの子こである。 51サウルの父ちちキシとアブネルの父ちちネルとは、アビエルの子こである。
    


    
      52サウルの一生いっしょうの間あいだ、ペリシテびとと激はげしい戦たたかいがあった。サウルは力ちからの強つよい人ひとや勇気ゆうきのある人ひとを見みるごとに、それを召めしかかえた。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1さて、サムエルはサウルに言いった、「主しゅは、わたしをつかわし、あなたに油あぶらをそそいで、その民たみイスラエルの王おうとされました。それゆえ、今いま、主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。 2万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、『わたしは、アマレクがイスラエルにした事こと、すなわちイスラエルがエジプトから上のぼってきた時とき、その途中とちゅうで敵対てきたいしたことについて彼かれらを罰ばっするであろう。 3今いま、行いってアマレクを撃うち、そのすべての持もち物ものを滅ほろぼしつくせ。彼かれらをゆるすな。男おとこも女おんなも、幼おさな子こも乳飲ちのみ子ごも、牛うしも羊ひつじも、らくだも、ろばも皆みな、殺ころせ』」。
    


    
      4サウルは民たみを呼よび集あつめ、テライムで人数にんずうを調しらべたところ、歩兵ほへいは二十万、ユダの人ひとは一万であった。 5そしてサウルはアマレクの町まちへ行いって、谷たにに兵へいを伏ふせた。 6サウルはケニびとに言いった、「さあ、あなたがたはアマレクびとを離はなれて、下くだっていってください。彼かれらと一緒いっしょにあなたがたを滅ほろぼすようなことがあってはならない。あなたがたは、イスラエルの人々ひとびとがエジプトから上のぼってきた時とき、親切しんせつにしてくれたのですから」。そこでケニびとはアマレクびとを離はなれて行いった。 7サウルはアマレクびとを撃うって、ハビラからエジプトの東ひがしにあるシュルにまで及およんだ。 8そしてアマレクびとの王おうアガグをいけどり、つるぎをもってその民たみをことごとく滅ほろぼした。 9しかしサウルと民たみはアガグをゆるし、また羊ひつじと牛うしの最もっとも良よいもの、肥こえたものならびに小羊こひつじと、すべての良よいものを残のこし、それらを滅ほろぼし尽つくすことを好このまず、ただ値ねうちのない、つまらない物ものを滅ほろぼし尽つくした。
    


    
      10その時とき、主しゅの言葉ことばがサムエルに臨のぞんだ、 11「わたしはサウルを王おうとしたことを悔くいる。彼かれがそむいて、わたしに従したがわず、わたしの言葉ことばを行おこなわなかったからである」。サムエルは怒いかって、夜通よどおし、主しゅに呼よばわった。 12そして朝あさサウルに会あうため、早はやく起おきたが、サムエルに告つげる人ひとがあった、「サウルはカルメルにきて、自分じぶんのために戦勝せんしょう記念碑きねんひを建たて、身みをかえして進すすみ、ギルガルへ下くだって行いきました」。 13サムエルがサウルのもとへ来くると、サウルは彼かれに言いった、「どうぞ、主しゅがあなたを祝福しゅくふくされますように。わたしは主しゅの言葉ことばを実行じっこうしました」。 14サムエルは言いった、「それならば、わたしの耳みみにはいる、この羊ひつじの声こえと、わたしの聞きく牛うしの声こえは、いったい、なんですか」。 15サウルは言いった、「人々ひとびとがアマレクびとの所ところから引ひいてきたのです。民たみは、あなたの神かみ、主しゅにささげるために、羊ひつじと牛うしの最もっとも良よいものを残のこしたのです。そのほかは、われわれが滅ほろぼし尽つくしました」。 16サムエルはサウルに言いった、「おやめなさい。昨夜さくや、主しゅがわたしに言いわれたことを、あなたに告つげましょう」。サウルは彼かれに言いった、「言いってください」。
    


    
      17サムエルは言いった、「たとい、自分じぶんでは小ちいさいと思おもっても、あなたはイスラエルの諸部族しょぶぞくの長ちょうではありませんか。主しゅはあなたに油あぶらを注そそいでイスラエルの王おうとされた。 18そして主しゅはあなたに使命しめいを授さづけ、つかわして言いわれた、『行いって、罪つみびとなるアマレクびとを滅ほろぼし尽つくせ。彼かれらを皆殺みなごろしにするまで戦たたかえ』。 19それであるのに、どうしてあなたは主しゅの声こえに聞きき従したがわないで、ぶんどり物ものにとびかかり、主しゅの目めの前まえに悪あくをおこなったのですか」。 20サウルはサムエルに言いった、「わたしは主しゅの声こえに聞きき従したがい、主しゅがつかわされた使命しめいを帯おびて行いき、アマレクの王おうアガグを連つれてきて、アマレクびとを滅ほろぼし尽つくしました。 21しかし民たみは滅ほろぼし尽つくすべきもののうち最もっとも良よいものを、ギルガルで、あなたの神かみ、主しゅにささげるため、ぶんどり物もののうちから羊ひつじと牛うしを取とりました」。 22サムエルは言いった、

      
        「主しゅはそのみ言葉ことばに聞きき従したがう事ことを喜よろこばれるように、

        燔祭はんさいや犠牲ぎせいを喜よろこばれるであろうか。

        見みよ、従したがうことは犠牲ぎせいにまさり、

        聞きくことは雄羊おひつじの脂肪しぼうにまさる。

        23そむくことは占うらないの罪つみに等ひとしく、

        強情ごうじょうは偶像ぐうぞう礼拝れいはいの罪つみに等ひとしいからである。

        あなたが主しゅのことばを捨すてたので、

        主しゅもまたあなたを捨すてて、王おうの位くらいから退しりぞけられた」。

      

    


    
      24サウルはサムエルに言いった、「わたしは主しゅの命令めいれいとあなたの言葉ことばにそむいて罪つみを犯おかしました。民たみを恐おそれて、その声こえに聞きき従したがったからです。 25どうぞ、今いまわたしの罪つみをゆるし、わたしと一緒いっしょに帰かえって、主しゅを拝おがませてください」。 26サムエルはサウルに言いった、「あなたと一緒いっしょに帰かえりません。あなたが主しゅの言葉ことばを捨すてたので、主しゅもあなたを捨すてて、イスラエルの王位おういから退しりぞけられたからです」。 27こうしてサムエルが去さろうとして身みをかえした時とき、サウルがサムエルの上着うわぎのすそを捕とらえたので、それは裂さけた。 28サムエルは彼かれに言いった、「主しゅはきょう、あなたからイスラエルの王国おうこくを裂さき、もっと良よいあなたの隣人りんじんに与あたえられた。 29またイスラエルの栄光えいこうは偽いつわることもなく、悔くいることもない。彼かれは人ひとではないから悔くいることはない」。 30サウルは言いった、「わたしは罪つみを犯おかしましたが、どうぞ、民たみの長老ちょうろうたち、およびイスラエルの前まえで、わたしを尊たっとび、わたしと一緒いっしょに帰かえって、あなたの神かみ、主しゅを拝おがませてください」。 31そこでサムエルはサウルのあとについて帰かえった。そしてサウルは主しゅを拝おがんだ。
    


    
      32時ときにサムエルは言いった、「わたしの所ところにアマレクびとの王おうアガグを引ひいてきなさい」。アガグはうれしそうにサムエルの所ところにきた。アガグは「死しの苦くるしみはきっと過すぎ去さったのだ」と思おもった。 33サムエルは言いった、「あなたのつるぎは多おおくの女おんなに子供こどもを失うしなわせた。そのようにあなたの母ははも女おんなのうちで最もっとも無惨むざんに子供こどもを失うしなう者ものとなるであろう」。サムエルはギルガルで主しゅの前まえに、アガグを寸断すんだんした。
    


    
      34そしてサムエルはラマに行いき、サウルは故郷こきょうのギベアに上のぼって、その家いえに帰かえった。 35サムエルは死しぬ日ひまで、二度どとサウルを見みなかった。しかしサムエルはサウルのために悲かなしんだ。また主しゅはサウルをイスラエルの王おうとしたことを悔くいられた。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1さて主しゅはサムエルに言いわれた、「わたしがすでにサウルを捨すてて、イスラエルの王位おういから退しりぞけたのに、あなたはいつまで彼かれのために悲かなしむのか。角つのに油あぶらを満みたし、それをもって行いきなさい。あなたをベツレヘムびとエッサイのもとにつかわします。わたしはその子こたちのうちにひとりの王おうを捜さがし得えたからである」。 2サムエルは言いった、「どうしてわたしは行いくことができましょう。サウルがそれを聞きけば、わたしを殺ころすでしょう」。主しゅは言いわれた、「一頭とうの子こ牛うしを引ひいていって、『主しゅに犠牲ぎせいをささげるためにきました』と言いいなさい。 3そしてエッサイを犠牲ぎせいの場所ばしょに呼よびなさい。その時ときわたしはあなたのすることを示しめします。わたしがあなたに告つげる人ひとに油あぶらを注そそがなければならない」。 4サムエルは主しゅが命めいじられたようにして、ベツレヘムへ行いった。町まちの長老ちょうろうたちは、恐おそれながら出でて、彼かれを迎むかえ、「穏おだやかな事ことのためにこられたのですか」と言いった。 5サムエルは言いった、「穏おだやかな事ことのためです。わたしは主しゅに犠牲ぎせいをささげるためにきました。身みをきよめて、犠牲ぎせいの場所ばしょにわたしと共ともにきてください」。そしてサムエルはエッサイとその子こたちをきよめて犠牲ぎせいの場ばに招まねいた。
    


    
      6彼かれらがきた時とき、サムエルはエリアブを見みて、「自分じぶんの前まえにいるこの人ひとこそ、主しゅが油あぶらをそそがれる人ひとだ」と思おもった。 7しかし主しゅはサムエルに言いわれた、「顔かおかたちや身みのたけを見みてはならない。わたしはすでにその人ひとを捨すてた。わたしが見みるところは人ひととは異ことなる。人ひとは外そとの顔かおかたちを見み、主しゅは心こころを見みる」。 8そこでエッサイはアビナダブを呼よんでサムエルの前まえを通とおらせた。サムエルは言いった、「主しゅが選えらばれたのはこの人ひとでもない」。 9エッサイはシャンマを通とおらせたが、サムエルは言いった、「主しゅが選えらばれたのはこの人ひとでもない」。 10エッサイは七人にんの子こにサムエルの前まえを通とおらせたが、サムエルはエッサイに言いった、「主しゅが選えらばれたのはこの人ひとたちではない」。 11サムエルはエッサイに言いった、「あなたのむすこたちは皆みなここにいますか」。彼かれは言いった、「まだ末すえの子こが残のこっていますが羊ひつじを飼かっています」。サムエルはエッサイに言いった、「人ひとをやって彼かれを連つれてきなさい。彼かれがここに来くるまで、われわれは食卓しょくたくにつきません」。 12そこで人ひとをやって彼かれをつれてきた。彼かれは血色けっしょくのよい、目めのきれいな、姿すがたの美うつくしい人ひとであった。主しゅは言いわれた、「立たってこれに油あぶらをそそげ。これがその人ひとである」。 13サムエルは油あぶらの角つのをとって、その兄弟きょうだいたちの中なかで、彼かれに油あぶらをそそいだ。この日ひからのち、主しゅの霊れいは、はげしくダビデの上うえに臨のぞんだ。そしてサムエルは立たってラマへ行いった。
    


    
      14さて主しゅの霊れいはサウルを離はなれ、主しゅから来くる悪霊あくれいが彼かれを悩なやました。 15サウルの家来けらいたちは彼かれに言いった、「ごらんなさい。神かみから来くる悪霊あくれいがあなたを悩なやましているのです。 16どうぞ、われわれの主君しゅくんが、あなたの前まえに仕つかえている家来けらいたちに命めいじて、じょうずに琴ことをひく者ものひとりを捜さがさせてください。神かみから来くる悪霊あくれいがあなたに臨のぞむ時とき、彼かれが手てで琴ことをひくならば、あなたは良よくなられるでしょう」。 17そこでサウルは家来けらいたちに言いった、「じょうずに琴ことをひく者ものを捜さがして、わたしのもとに連つれてきなさい」。 18その時とき、ひとりの若者わかものがこたえた、「わたしはベツレヘムびとエッサイの子こを見みましたが、琴ことがじょうずで、勇気ゆうきもあり、いくさびとで、弁舌べんぜつにひいで、姿すがたの美うつくしい人ひとです。また主しゅが彼かれと共ともにおられます」。 19そこでサウルはエッサイのもとに使者ししゃをつかわして言いった、「羊ひつじを飼かっているあなたの子こダビデをわたしのもとによこしなさい」。 20エッサイは、ろばにパンを負おわせ、皮かわ袋ぶくろにいれたぶどう酒しゅ一袋ふくろと、やぎの子ことを取とって、その子こダビデの手てによってサウルに送おくった。 21ダビデはサウルのもとにきて、彼かれに仕つかえた。サウルはひじょうにこれを愛あいして、その武器ぶきを執とる者ものとした。 22またサウルは人ひとをつかわしてエッサイに言いった、「ダビデをわたしに仕つかえさせてください。彼かれはわたしの心こころにかないました」。 23神かみから出でる悪霊あくれいがサウルに臨のぞむ時とき、ダビデは琴ことをとり、手てでそれをひくと、サウルは気きが静しずまり、良よくなって、悪霊あくれいは彼かれを離はなれた。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1さてペリシテびとは、軍ぐんを集あつめて戦たたかおうとし、ユダに属ぞくするソコに集あつまって、ソコとアゼカの間あいだにあるエペス・ダミムに陣取じんどった。 2サウルとイスラエルの人々ひとびとは集あつまってエラの谷たにに陣取じんどり、ペリシテびとに対たいして戦列せんれつをしいた。 3ペリシテびとは向むこうの山やまの上うえに立たち、イスラエルはこちらの山やまの上うえに立たった。その間かんに谷たにがあった。 4時ときに、ペリシテびとの陣じんから、ガテのゴリアテという名なの、戦たたかいをいどむ者ものが出でてきた。身みのたけは六キュビト半はん。 5頭あたまには青銅せいどうのかぶとを頂いただき、身みには、うろことじのよろいを着きていた。そのよろいは青銅せいどうで重おもさ五千シケル。 6また足あしには青銅せいどうのすね当とうを着つけ、肩かたには青銅せいどうの投なげやりを背負せおっていた。 7手てに持もっているやりの柄えは、機はたの巻棒まきぼうのようであり、やりの穂ほの鉄てつは六百シケルであった。彼かれの前まえには、盾たてを執とる者ものが進すすんだ。 8ゴリアテは立たってイスラエルの戦列せんれつに向むかって叫さけんだ、「なにゆえ戦列せんれつをつくって出でてきたのか。わたしはペリシテびと、おまえたちはサウルの家来けらいではないか。おまえたちから、ひとりを選えらんで、わたしのところへ下くだってこさせよ。 9もしその人ひとが戦たたかってわたしを殺ころすことができたら、われわれはおまえたちの家来けらいとなる。しかしわたしが勝かってその人ひとを殺ころしたら、おまえたちは、われわれの家来けらいになって仕つかえなければならない」。 10またこのペリシテびとは言いった、「わたしは、きょうイスラエルの戦列せんれつにいどむ。ひとりを出だして、わたしと戦たたかわせよ」。 11サウルとイスラエルのすべての人ひとは、ペリシテびとのこの言葉ことばを聞きいて驚おどろき、ひじょうに恐おそれた。
    


    
      12さて、ダビデはユダのベツレヘムにいたエフラタびとエッサイという名なの人ひとの子こで、この人ひとに八はち人にんの子こがあったが、サウルの世よには年としが進すすんで、すでに年老としおいていた。 13エッサイの子こらのうち、上うえの三人にんはサウルに従したがって戦争せんそうに出でた。その戦たたかいに出でた三人にんの子この名なは、長子ちょうしをエリアブといい、次つぎをアビナダブといい、第だい三をシャンマと言いった。 14ダビデは末すえの子こであって、兄あに三人にんはサウルにしたがった。 15ダビデはサウルの所ところから行いったりきたりして、ベツレヘムで父ちちの羊ひつじを飼かっていた。 16あのペリシテびとは四十日にちの間あいだ、朝夕あさゆう出でてきて、彼かれらの前まえに立たった。
    


    
      17時ときに、エッサイはその子こダビデに言いった、「兄あにたちのため、このいり麦むぎ一エパと、この十個このパンをとって、急いそいで陣営じんえいにいる兄あにの所ところへ持もっていきなさい。 18またこの十の乾酪かんらくを取とって、千人にんの長ちょうにもって行いき、兄あにたちの安否あんぴを見みとどけて、そのしるしをもらってきなさい」。
    


    
      19さてサウルと彼かれらおよびイスラエルのすべての人ひとは、エラの谷たにでペリシテびとと戦たたかっていた。 20ダビデは朝あさはやく起おきて、羊ひつじを番人ばんにんに託たくし、エッサイが命めいじたように食料しょくりょう品ひんを携たずさえて行いった。彼かれが陣営じんえいに着ついた時とき、軍勢ぐんぜいは、ときの声こえをあげて戦線せんせんに出でようとしていた。 21そしてイスラエルとペリシテびととは戦列せんれつを敷しいて、軍ぐんと軍ぐんと向むき合あった。 22ダビデは荷物にもつをおろして、荷物にもつを守まもる者ものにあずけ、戦列せんれつの方ほうへ走はしって、兄あにたちの所ところへ行いき、彼かれらの安否あんぴを尋たずねた。 23兄あにたちと語かたっている時とき、ペリシテびとの戦列せんれつから、ガテのペリシテびとで、名なをゴリアテという、あの戦たたかいをいどむ者ものが上のぼってきて、前まえと同おなじ言葉ことばを言いったので、ダビデはそれを聞きいた。
    


    
      24イスラエルのすべての人ひとは、その人ひとを見みて、避さけて逃にげ、ひじょうに恐おそれた。 25イスラエルの人々ひとびとはまた言いった、「あなたがたは、あの上のぼってきた人ひとを見みたか。確たしかにイスラエルにいどむために上のぼってきたのだ。彼かれを殺ころす人ひとは、王おうが大おおいなる富とみを与あたえて富とませ、その娘むすめを与あたえ、その父ちちの家いえにはイスラエルのうちで税ぜいを免まぬかれさせるであろう」。 26ダビデはかたわらに立たっている人々ひとびとに言いった、「このペリシテびとを殺ころし、イスラエルの恥はじをすすぐ人ひとには、どうされるのですか。この割礼かつれいなきペリシテびとは何者なにものなので、生いける神かみの軍ぐんをいどむのか」。 27民たみは前まえと同おなじように、「彼かれを殺ころす人ひとにはこうされるであろう」と答こたえた。
    


    
      28上うえの兄あにエリアブはダビデが人々ひとびとと語かたるのを聞きいて、ダビデに向むかい怒いかりを発はっして言いった、「なんのために下くだってきたのか。野のにいるわずかの羊ひつじはだれに託たくしたのか。あなたのわがままと悪わるい心こころはわかっている。戦たたかいを見みるために下くだってきたのだ」。 29ダビデは言いった、「わたしが今いま、何なにをしたというのですか。ただひと言こといっただけではありませんか」。 30またふり向むいて、ほかの人ひとに前まえのように語かたったところ、民たみはまた同おなじように答こたえた。
    


    
      31人々ひとびとはダビデの語かたった言葉ことばを聞きいて、それをサウルに告つげたので、サウルは彼かれを呼よび寄よせた。 32ダビデはサウルに言いった、「だれも彼かれのゆえに気きを落おとしてはなりません。しもべが行いってあのペリシテびとと戦たたかいましょう」。 33サウルはダビデに言いった、「行いって、あのペリシテびとと戦たたかうことはできない。あなたは年少ねんしょうだが、彼かれは若わかい時ときからの軍人ぐんじんだからです」。 34しかしダビデはサウルに言いった、「しもべは父ちちの羊ひつじを飼かっていたのですが、しし、あるいはくまがきて、群むれの小羊こひつじを取とった時とき、 35わたしはそのあとを追おって、これを撃うち、小羊こひつじをその口くちから救すくいだしました。その獣けものがわたしにとびかかってきた時ときは、ひげをつかまえて、それを撃うち殺ころしました。 36しもべはすでに、ししと、くまを殺ころしました。この割礼かつれいなきペリシテびとも、生いける神かみの軍ぐんをいどんだのですから、あの獣けものの一頭とうのようになるでしょう」。 37ダビデはまた言いった、「ししのつめ、くまのつめからわたしを救すくい出だされた主しゅは、またわたしを、このペリシテびとの手てから救すくい出だされるでしょう」。サウルはダビデに言いった、「行いきなさい。どうぞ主しゅがあなたと共ともにおられるように」。 38そしてサウルは自分じぶんのいくさ衣ころもをダビデに着きせ、青銅せいどうのかぶとを、その頭あたまにかぶらせ、また、うろことじのよろいを身みにまとわせた。 39ダビデは、いくさ衣ころもの上うえに、つるぎを帯おびて行いこうとしたが、できなかった。それに慣なれていなかったからである。そこでダビデはサウルに言いった、「わたしはこれらのものを着つけていくことはできません。慣なれていないからです」。 40ダビデはそれらを脱ぬぎすて、手てにつえをとり、谷間たにまからなめらかな石いし五個こを選えらびとって自分じぶんの持もっている羊飼ひつじかいの袋ふくろに入いれ、手てに石いし投なげを執とって、あのペリシテびとに近ちかづいた。
    


    
      41そのペリシテびとは進すすんできてダビデに近ちかづいた。そのたてを執とる者ものが彼かれの前まえにいた。 42ペリシテびとは見みまわしてダビデを見み、これを侮あなどった。まだ若わかくて血色けっしょくがよく、姿すがたが美うつくしかったからである。 43ペリシテびとはダビデに言いった、「つえを持もって、向むかってくるが、わたしは犬いぬなのか」。ペリシテびとは、また神々かみがみの名なによってダビデをのろった。 44ペリシテびとはダビデに言いった、「さあ、向むかってこい。おまえの肉にくを、空そらの鳥とり、野のの獣けもののえじきにしてくれよう」。 45ダビデはペリシテびとに言いった、「おまえはつるぎと、やりと、投なげやりを持もって、わたしに向むかってくるが、わたしは万軍ばんぐんの主しゅの名な、すなわち、おまえがいどんだ、イスラエルの軍ぐんの神かみの名なによって、おまえに立たち向むかう。 46きょう、主しゅは、おまえをわたしの手てにわたされるであろう。わたしは、おまえを撃うって、首くびをはね、ペリシテびとの軍勢ぐんぜいの死しかばねを、きょう、空そらの鳥とり、地ちの野獣やじゅうのえじきにし、イスラエルに、神かみがおられることを全ぜん地ちに知しらせよう。 47またこの全ぜん会衆かいしゅうも、主しゅは救すくいを施ほどこすのに、つるぎとやりを用もちいられないことを知しるであろう。この戦たたかいは主しゅの戦たたかいであって、主しゅがわれわれの手てにおまえたちを渡わたされるからである」。
    


    
      48そのペリシテびとが立たち上あがり、近ちかづいてきてダビデに立たち向むかったので、ダビデは急いそぎ戦線せんせんに走はしり出でて、ペリシテびとに立たち向むかった。 49ダビデは手てを袋ふくろに入いれて、その中なかから一つの石いしを取とり、石いし投なげで投なげて、ペリシテびとの額ひたいを撃うったので、石いしはその額ひたいに突つき入はいり、うつむきに地ちに倒たおれた。
    


    
      50こうしてダビデは石いし投なげと石いしをもってペリシテびとに勝かち、ペリシテびとを撃うって、これを殺ころした。ダビデの手てにつるぎがなかったので、 51ダビデは走はしりよってペリシテびとの上うえに乗のり、そのつるぎを取とって、さやから抜ぬきはなし、それをもって彼かれを殺ころし、その首くびをはねた。ペリシテの人々ひとびとは、その勇士ゆうしが死しんだのを見みて逃にげた。 52イスラエルとユダの人々ひとびとは立たちあがり、ときをあげて、ペリシテびとを追撃ついげきし、ガテおよびエクロンの門もんにまで及およんだ。そのためペリシテびとの負傷ふしょう者しゃは、シャライムからガテおよびエクロンに行いく道みちの上うえに倒たおれた。 53イスラエルの人々ひとびとはペリシテびとの追撃ついげきを終おえて帰かえり、その陣営じんえいを略奪りゃくだつした。 54ダビデは、あのペリシテびとの首くびを取とってエルサレムへ持もって行いったが、その武器ぶきは自分じぶんの天幕てんまくに置おいた。
    


    
      55サウルはダビデがあのペリシテびとに向むかって出でていくのを見みて、軍ぐんの長ちょうアブネルに言いった、「アブネルよ、この若者わかものはだれの子こか」。アブネルは言いった、「王おうよ、あなたのいのちにかけて誓ちかいます。わたしは知しらないのです」。 56王おうは言いった、「この若者わかものがだれの子こか、尋たずねてみよ」。 57ダビデが、あのペリシテびとを殺ころして帰かえってきた時とき、アブネルは、ペリシテびとの首くびを手てに持もっている彼かれを、サウルの前まえに連つれて行いった。 58サウルは彼かれに言いった、「若者わかものよ、あなたはだれの子こか」。ダビデは答こたえた、「あなたのしもべ、ベツレヘムびとエッサイの子こです」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1ダビデがサウルに語かたり終おえた時とき、ヨナタンの心こころはダビデの心こころに結むすびつき、ヨナタンは自分じぶんの命いのちのようにダビデを愛あいした。 2この日ひ、サウルはダビデを召めしかかえて、父ちちの家いえに帰かえらせなかった。 3ヨナタンとダビデとは契約けいやくを結むすんだ。ヨナタンが自分じぶんの命いのちのようにダビデを愛あいしたからである。 4ヨナタンは自分じぶんが着きていた上着うわぎを脱ぬいでダビデに与あたえた。また、そのいくさ衣ころも、およびつるぎも弓ゆみも帯おびも、そのようにした。 5ダビデはどこでもサウルがつかわす所ところに出でて行いって、てがらを立たてたので、サウルは彼かれを兵へいの隊長たいちょうとした。それはすべての民たみの心こころにかない、またサウルの家来けらいたちの心こころにもかなった。
    


    
      6人々ひとびとが引ひき揚あげてきた時とき、すなわちダビデが、かのペリシテびとを殺ころして帰かえった時とき、女おんなたちはイスラエルの町々まちまちから出でてきて、手て鼓つづみと祝いわい歌うたと三糸みついとの琴ことをもって、歌うたいつ舞まいつ、サウル王おうを迎むかえた。 7女おんなたちは踊おどりながら互たがいに歌うたいかわした、

      
        「サウルは千を撃うち殺ころし、

        ダビデは万まんを撃うち殺ころした」。

      
8サウルは、ひじょうに怒いかり、この言葉ことばに気きを悪わるくして言いった、「ダビデには万まんと言いい、わたしには千と言いう。この上うえ、彼かれに与あたえるものは、国くにのほかないではないか」。 9サウルは、この日ひからのちダビデをうかがった。
    


    
      10次つぎの日ひ、神かみから来くる悪霊あくれいがサウルにはげしく臨のぞんで、サウルが家いえの中なかで狂くるいわめいたので、ダビデは、いつものように、手てで琴ことをひいた。その時とき、サウルの手てにやりがあったので、 11サウルは「ダビデを壁かべに刺さし通とおそう」と思おもって、そのやりをふり上あげた。しかしダビデは二度ど身みをかわしてサウルを避さけた。
    


    
      12主しゅがサウルを離はなれて、ダビデと共ともにおられたので、サウルはダビデを恐おそれた。 13それゆえサウルは、ダビデを遠とおざけて、千人にんの長ちょうとしたので、ダビデは民たみの先さきに立たって出入でいりした。 14またダビデは、すべてそのすることに、てがらを立たてた。主しゅが共ともにおられたからである。 15サウルはダビデが大おおきなてがらを立たてるのを見みて彼かれを恐おそれたが、 16イスラエルとユダのすべての人ひとはダビデを愛あいした。彼かれが民たみの先さきに立たって出入でいりしたからである。
    


    
      17その時ときサウルはダビデに言いった、「わたしの長女ちょうじょメラブを、あなたに妻つまとして与あたえよう。ただ、あなたはわたしのために勇いさましく、主しゅの戦たたかいを戦たたかいなさい」。サウルは「自分じぶんの手てで彼かれを殺ころさないで、ペリシテびとの手てで殺ころそう」と思おもったからである。 18ダビデはサウルに言いった、「わたしは何者なにものなのでしょう。わたしの親族しんぞく、わたしの父ちちの一族いちぞくはイスラエルのうちで何者なにものなのでしょう。そのわたしが、どうして王おうのむこになることができましょう」。 19しかしサウルの娘むすめメラブは、ダビデにとつぐべき時ときになって、メホラびとアデリエルに妻つまとして与あたえられた。
    


    
      20サウルの娘むすめミカルはダビデを愛あいした。人々ひとびとがそれをサウルに告つげたとき、サウルはその事ことを喜よろこんだ。 21サウルは「ミカルを彼かれに与あたえて、彼かれを欺あざむく手てだてとし、ペリシテびとの手てで彼かれを殺ころそう」と思おもったので、サウルはふたたびダビデに言いった、「あなたを、きょう、わたしのむこにします」。 22そしてサウルは家来けらいたちに命めいじた、「ひそかにダビデに言いいなさい、『王おうはあなたが気きに入いり、王おうの家来けらいたちも皆みなあなたを愛あいしています。それゆえ王おうのむこになりなさい』」。 23そこでサウルの家来けらいたちはこの言葉ことばをダビデの耳みみに語かたったので、ダビデは言いった、「わたしのような貧まずしく、卑いやしい者ものが、王おうのむこになることは、あなたがたには、たやすいことと思おもわれますか」。 24サウルの家来けらいたちはサウルに、「ダビデはこう言いった」と告つげた。 25サウルは言いった、「あなたがたはダビデにこう言いいなさい、『王おうはなにも結納ゆいのうを望のぞまれない。ただペリシテびとの陽ようの皮かわ一百を獲えて、王おうのあだを討うつことを望のぞまれる』」。これはサウルが、ダビデをペリシテびとの手てによって倒たおそうと思おもったからである。 26サウルの家来けらいたちが、この言葉ことばをダビデに告つげた時とき、ダビデは王おうのむこになることを良よしとした。そして定さだめた日ひがまだこないうちに、 27ダビデは従者じゅうしゃをつれて、立たって行いき、ペリシテびと二百人にんを殺ころして、その陽ようの皮かわを携たずさえ帰かえり、王おうのむこになるために、それをことごとく王おうにささげた。そこでサウルは娘むすめミカルを彼かれに妻つまとして与あたえた。 28しかしサウルは見みて、主しゅがダビデと共ともにおられること、またイスラエルのすべての人ひとがダビデを愛あいするのを知しった時とき、 29サウルは、ますますダビデを恐おそれた。こうしてサウルは絶たえずダビデに敵てきした。
    


    
      30さてペリシテびとの君きみたちが攻せめてきたが、ダビデは、彼かれらが攻せめてくるごとに、サウルのどの家来けらいよりも多おおくのてがらを立たてたので、その名なはひじょうに尊敬そんけいされた。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1サウルはその子こヨナタンおよびすべての家来けらいたちにダビデを殺ころすようにと言いった。しかしサウルの子こヨナタンは深ふかくダビデを愛あいしていた。 2ヨナタンはダビデに言いった、「父ちちサウルはあなたを殺ころそうとしています。それゆえあすの朝あさ、気きをつけて、わからない場所ばしょに身みを隠かくしていてください。 3わたしは出でて行いって、あなたがいる野原のはらで父ちちのかたわらに立たち、父ちちにあなたのことを話はなしましょう。そして、何なにかわたしにわかれば、あなたに告つげましょう」。 4ヨナタンは父ちちサウルにダビデのことをほめて言いった、「王おうよ、どうか家来けらいダビデに対たいして罪つみを犯おかさないでください。彼かれは、あなたに罪つみを犯おかさず、また彼かれのしたことは、あなたのためになることでした。 5彼かれは命いのちをかけて、あのペリシテびとを殺ころし、主しゅはイスラエルの人々ひとびとに大おおいなる勝利しょうりを与あたえられたのです。あなたはそれを見みて喜よろこばれました。それであるのに、どうしてゆえなくダビデを殺ころし、罪つみなき者ものの血ちを流ながして罪つみを犯おかそうとされるのですか」。 6サウルはヨナタンの言葉ことばを聞ききいれた。そしてサウルは誓ちかった、「主しゅは生いきておられる。わたしは決けっして彼かれを殺ころさない」。 7ヨナタンはダビデを呼よんでこれらのことをみなダビデに告つげた。そしてヨナタンがダビデをサウルのもとに連つれてきたので、ダビデは、もとのようにサウルの前まえにいた。
    


    
      8ところがまた戦争せんそうがおこって、ダビデは出でてペリシテびとと戦たたかい、大おおいに彼かれらを殺ころしたので、彼かれらはその前まえから逃にげ去さった。 9さてサウルが家いえにいて手てにやりを持もってすわっていた時とき、主しゅから来くる悪霊あくれいがサウルに臨のぞんだので、ダビデは琴ことをひいていたが、 10サウルはそのやりをもってダビデを壁かべに刺さし通とおそうとした。しかし彼かれはサウルの前まえに身みをかわしたので、やりは壁かべにつきささった。そしてダビデは逃にげ去さった。
    


    
      11その夜よる、サウルはダビデの家いえに使者ししゃたちをつかわして見張みはりをさせ、朝あさになって彼かれを殺ころさせようとした。しかしダビデの妻つまミカルはダビデに言いった、「もし今夜こんやのうちに、あなたが自分じぶんの命いのちを救すくわないならば、あすは殺ころされるでしょう」。 12そしてミカルがダビデを窓まどからつりおろしたので、彼かれは逃にげ去さった。 13ミカルは一つの像ぞうをとって、寝床ねどこの上うえに横よこたえ、その頭あたまにやぎの毛けの網あみをかけ、着物きものをもってそれをおおった。 14サウルはダビデを捕とらえるため使者ししゃたちをつかわしたが、彼女かのじょは言いった、「あの人ひとは病気びょうきです」。 15そこでサウルは、ダビデを見みさせようと使者ししゃたちをつかわして言いった、「彼かれを寝床ねどこのまま、わたしの所ところに連つれてきなさい。わたしが彼かれを殺ころそう」。 16使者ししゃたちがはいって見みると、寝床ねどこには像ぞうが横よこたえてあって、その頭あたまには、やぎの毛けの網あみがかけてあった。 17サウルはミカルに言いった、「あなたはどうして、このようにわたしを欺あざむいて、わたしの敵てきを逃にがしたのか」。ミカルはサウルに答こたえた、「あの人ひとはわたしに『逃にがしてくれ。さもないと、おまえを殺ころす』と言いいました」。
    


    
      18ダビデは逃にげ去さり、ラマにいるサムエルのもとへ行いって、サウルが自分じぶんにしたすべてのことを彼かれに告つげた。そしてダビデとサムエルは行いってナヨテに住すんだ。 19ある人ひとがサウルに「ダビデはラマのナヨテにいます」と告つげたので、 20サウルは、ダビデを捕とらえるために、使者ししゃたちをつかわした。彼かれらは預言者よげんしゃの一群いちぐんが預言よげんしていて、サムエルが、そのうちの、かしらとなって立たっているのを見みたが、その時とき、神かみの霊れいはサウルの使者ししゃたちにも臨のぞんで、彼かれらもまた預言よげんした。 21サウルは、このことを聞きいて、他たの使者ししゃたちをつかわしたが、彼かれらもまた預言よげんした。サウルは三たび使者ししゃたちをつかわしたが、彼かれらもまた預言よげんした。 22そこでサウルはみずからラマに行いき、セクの大井戸おおいどに着ついた時とき、問とうて言いった、「サムエルとダビデは、どこにおるか」。ひとりの人ひとが答こたえた、「彼かれらはラマのナヨテにいます」。 23そこでサウルはそこからラマのナヨテに行いったが、神かみの霊れいはまた彼かれにも臨のぞんで、彼かれはラマのナヨテに着つくまで歩あるきながら預言よげんした。 24そして彼かれもまた着物きものを脱ぬいで、同おなじようにサムエルの前まえで預言よげんし、一日にち一夜や、裸はだかで倒たおれ伏ふしていた。人々ひとびとが「サウルもまた預言者よげんしゃたちのうちにいるのか」というのはこのためである。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1ダビデはラマのナヨテから逃にげてきて、ヨナタンに言いった、「わたしが何なにをし、どのような悪わるいことがあり、あなたの父ちちの前まえにどんな罪つみを犯おかしたので、わたしを殺ころそうとされるのでしょうか」。 2ヨナタンは彼かれに言いった、「決けっして殺ころされることはありません。父ちちは事ことの大小だいしょうを問とわず、わたしに告つげないですることはありません。どうして父ちちがわたしにその事ことを隠かくしましょう。そのようなことはありません」。 3しかしダビデは答こたえた、「あなたの父ちちは、わたしがあなたの好意こういをえていることをよく知しっておられます。それで『ヨナタンが悲かなしむことのないように、これを知しらせないでおこう』と思おもっておられるのです。しかし、主しゅは生いきておられ、あなたの魂たましいは生いきています。わたしと死しとの間あいだは、ただ一歩ぽです」。 4ヨナタンはダビデに言いった、「あなたが言いわれることはなんでもします」。 5ダビデはヨナタンに言いった、「あすは、ついたちですから、わたしは王おうと一緒いっしょに食事しょくじをしなければなりません。しかしわたしを行いかせて三日か目めの夕方ゆうがたまで、野原のはらに隠かくれることを許ゆるしてください。 6もしあなたの父ちちがわたしのことを尋たずねられるならば、その時とき、言いってください、『ダビデはふるさとの町まちベツレヘムへ急いそいで行いくことを許ゆるしてくださいと、しきりにわたしに求もとめました。そこで全家ぜんかの年とし祭まつりがあるからです』。 7もし彼かれが「良よし」と言いわれるなら、しもべは安全あんぜんですが、怒いかられるなら、わたしに害がいを加くわえる決心けっしんでおられるのを知しってください。 8あなたは、主しゅの前まえで、しもべと契約けいやくを結むすんでくださいました。それでどうぞしもべにいつくしみを施ほどこしてください。しかし、もしわたしに悪わるいことがあるならば、あなた自みずからわたしを殺ころしてください。どうしてあなたの父ちちのもとへわたしを引ひいていかなければならないでしょう」。 9ヨナタンは言いった、「そのようなことは決けっしてありません。父ちちがあなたに害がいを加くわえる決心けっしんをしていることがわたしにわかっているならば、わたしはそれをあなたに告つげないでおきましょうか」。 10ダビデはヨナタンに言いった、「あなたの父ちちが荒々あらあらしくあなたに答こたえられる時とき、だれがわたしに告つげるでしょうか」。 11ヨナタンはダビデに言いった、「さあ、野原のはらへ出でていこう」。こうしてふたりは野原のはらへ出でて行いった。
    


    
      12そしてヨナタンはダビデに言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅが、証人しょうにんです。明日みょうにちか明後日みょうごにちの今いまごろ、わたしが父ちちの心こころを探さぐって、父ちちがダビデに対たいして良よいのを見みながら、人ひとをつかわしてあなたに知しらせないようなことをするでしょうか。 13しかし、もし父ちちがあなたに害がいを加くわえようと思おもっているのに、それをあなたに知しらせず、あなたを逃にがして、安全あんぜんに去さらせないならば、主しゅよ、どうぞ幾重いくえにも、このヨナタンを罰ばっしてください。どうぞ主しゅが父ちちと共ともにおられたように、あなたと共ともにおられますように。 14もしわたしがなお生いきながらえているならば、主しゅのいつくしみをわたしに施ほどこし、死しを免まぬかれさせてください。 15またわたしの家いえをも、長ながくあなたのいつくしみにあずからせてください。主しゅがダビデの敵てきをことごとく地ちのおもてから断たち滅ほろぼされる時とき、 16ヨナタンの名なをダビデの家いえから絶たやさないでください。どうぞ主しゅがダビデの敵てきに、あだを返かえされるように」。 17そしてヨナタンは重かさねてダビデに誓ちかわせた。彼かれを愛あいしたからである。ヨナタンは自分じぶんの命いのちのように彼かれを愛あいしていた。
    


    
      18ヨナタンはダビデに言いった、「あすはついたちです。あなたの席せきがあいているので、どうしたのかと尋たずねられるでしょう。 19三日か目めには、きびしく尋たずねられるでしょうから、先さきにあなたが隠かくれた場所ばしょへ行いって、向むこうの石塚いしづかのかたわらにいてください。 20わたしは的まとを射いるようにして、矢やを三本ほん、そのそばに放はなちます。 21そして、『行いって矢やを捜さがしてきなさい』と言いって子供こどもをつかわしましょう。わたしが子供こどもに、『矢やは手前てまえにある。それを取とってきなさい』と言いうならば、その時ときあなたはきてください。主しゅが生いきておられるように、あなたは安全あんぜんで、何なにも危険きけんがないからです。 22しかしわたしがその子こ供ともに、『矢やは向むこうにある』と言いうならば、その時とき、あなたは去さって行いきなさい。主しゅがあなたを去さらせられるのです。 23あなたとわたしとで話はなしあった事ことについては、主しゅが常つねにあなたとわたしとの間あいだにおられます」。
    


    
      24そこでダビデは野原のはらに身みを隠かくした。さて、ついたちになったので、王おうは食事しょくじをするため席せきに着ついた。 25王おうはいつものように壁かべ寄よりに席せきに着つき、ヨナタンはその向むかい側がわの席せきに着つき、アブネルはサウルの横よこの席せきに着ついたが、ダビデの場所ばしょにはだれもいなかった。
    


    
      26ところがその日ひサウルは何なにも言いわなかった、「彼かれに何なにか起たって汚けがれたのだろう。きっと汚けがれたのにちがいない」と思おもったからである。 27しかし、ふつか目めすなわち、ついたちの明あくる日ひも、ダビデの場所ばしょはあいていたので、サウルは、その子こヨナタンに言いった、「どうしてエッサイの子こは、きのうもきょうも食事しょくじにこないのか」。 28ヨナタンはサウルに答こたえた、「ダビデは、ベツレヘムへ行いくことを許ゆるしてくださいと、しきりにわたしに求もとめました。 29彼かれは言いいました、『わたしに行いかせてください。われわれの一族いちぞくが町まちで祭まつりをするので、兄あにがわたしに来くるようにと命めいじました。それでもし、あなたの前まえに恵めぐみを得えますならば、どうぞ、わたしに行いくことを許ゆるし、兄弟きょうだいたちに会あわせてください』。それで彼かれは王おうの食卓しょくたくにこなかったのです」。
    


    
      30その時ときサウルはヨナタンにむかって怒いかりを発はっし、彼かれに言いった、「あなたは心こころの曲まがった、そむく女おんなの産うんだ子こだ。あなたがエッサイの子こを選えらんで、自分じぶんの身みをはずかしめ、また母ははの身みをはずかしめていることをわたしが知しらないと思おもうのか。 31エッサイの子こがこの世よに生いきながらえている間あいだは、あなたも、あなたの王国おうこくも堅かたく立たっていくことはできない。それゆえ今いま、人ひとをつかわして、彼かれをわたしのもとに連つれてこさせなさい。彼かれは必かならず死しななければならない」。 32ヨナタンは父ちちサウルに答こたえた、「どうして彼かれは殺ころされなければならないのですか。彼かれは何なにをしたのですか」。 33ところがサウルはヨナタンを撃うとうとして、やりを彼かれに向むかって振ふり上あげたので、ヨナタンは父ちちがダビデを殺ころそうと、心こころに決きめているのを知しった。 34ヨナタンは激はげしく怒いかって席せきを立たち、その月つきのふつかには食事しょくじをしなかった。父ちちがダビデをはずかしめたので、ダビデのために憂うれえたからである。
    


    
      35あくる朝あさ、ヨナタンは、ひとりの小ちいさい子供こどもを連つれて、ダビデと打うち合あわせたように野原のはらに出でて行いった。 36そしてその子こ供ともに言いった、「走はしって行いって、わたしの射いる矢やを捜さがしなさい」。子供こどもが走はしって行いく間あいだに、ヨナタンは矢やを彼かれの前まえの方ほうに放はなった。 37そして子供こどもが、ヨナタンの放はなった矢やのところへ行いった時とき、ヨナタンは子供こどものうしろから呼よばわって、「矢やは向むこうにあるではないか」と言いった。 38ヨナタンはまた、その子こ供とものうしろから呼よばわって言いった、「早はやくせよ、急いそげ。とどまるな」。その子こ供ともは矢やを拾ひろい集あつめて主人しゅじんヨナタンのもとにきた。 39しかし子供こどもは何なにも知しらず、ヨナタンとダビデだけがそのことを知しっていた。 40ヨナタンは自分じぶんの武器ぶきをその子こ供ともに渡わたして言いった、「あなたはこれを町まちへ運はこんで行いきなさい」。 41子供こどもが行いってしまうとダビデは石塚いしづかのかたわらをはなれて立たちいで、地ちにひれ伏ふして三度ど敬礼けいれいした。そして、ふたりは互たがいに口くちづけし、互たがいに泣ないた。やがてダビデは心こころが落おち着ついた。 42その時ときヨナタンはダビデに言いった、「無事ぶじに行いきなさい。われわれふたりは、『主しゅが常つねにわたしとあなたの間あいだにおられ、また、わたしの子孫しそんとあなたの子孫しそんの間あいだにおられる』と言いって、主しゅの名なをさして誓ちかったのです」。こうしてダビデは立たち去さり、ヨナタンは町まちにはいった。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1ダビデはノブに行いき、祭司さいしアヒメレクのところへ行いった。アヒメレクはおののきながらダビデを迎むかえて言いった、「どうしてあなたはひとりですか。だれも供ともがいないのですか」。 2ダビデは祭司さいしアヒメレクに言いった、「王おうがわたしに一つの事ことを命めいじて、『わたしがおまえをつかわしてさせる事こと、またわたしが命めいじたことについては、何なにをも人ひとに知しらせてはならない』と言いわれました。そこでわたしは、ある場所ばしょに若者わかものたちを待またせてあります。 3ところで今いまあなたの手てもとにパン五個こでもあれば、それをわたしにください。なければなんでも、あるものをください」。 4祭司さいしはダビデに答こたえて言いった、「常つねのパンはわたしの手てもとにありません。ただその若者わかものたちが女おんなを慎つつしんでさえいたのでしたら、聖別せいべつしたパンがあります」。 5ダビデは祭司さいしに答こたえた、「わたしが戦たたかいに出でるいつもの時ときのように、われわれはたしかに女おんなたちを近ちかづけていません。若者わかものたちの器うつわは、常つねの旅たびであったとしても、清きよいのです。まして、きょう、彼かれらの器うつわは清きよくないでしょうか」。 6そこで祭司さいしは彼かれに聖別せいべつしたパンを与あたえた。その所ところに、供そなえのパンのほかにパンがなく、このパンは、これを取とり下さげる日ひに、あたたかいパンと置おきかえるため、主しゅの前まえから取とり下とりさげたものである。
    


    
      7その日ひ、その所ところに、サウルのしもべのひとりが、主しゅの前まえに留とめ置おかれていた。その名なはドエグといい、エドムびとであって、サウルの牧者ぼくしゃの長ちょうであった。
    


    
      8ダビデはまたアヒメレクに言いった、「ここに、あなたの手てもとに、やりかつるぎがありませんか。王おうの事ことが急きゅうを要ようしたので、わたしはつるぎも武器ぶきも持もってこなかったのです」。 9祭司さいしは言いった、「あなたがエラの谷たにで殺ころしたペリシテびとゴリアテのつるぎが、布ぬのに包つつんでエポデのうしろにあります。もしあなたがこれを取とろうとおもわれるなら、お取とりください。ここにはそのほかにはありません」。ダビデは言いった、「それにまさるものはありません。それをわたしにください」。 10ダビデはその日ひサウルを恐おそれて、立たってガテの王おうアキシのところへ逃にげて行いった。 11アキシの家来けらいたちはアキシに言いった、「これはあの国くにの王おうダビデではありませんか。人々ひとびとが踊おどりながら、互たがいに歌うたいかわして、

      
        『サウルは千を撃うち殺ころし、

        ダビデは万まんを撃うち殺ころした』

      
と言いったのは、この人ひとのことではありませんか」。 12ダビデは、これらの言葉ことばを心こころにおき、ガテの王おうアキシを、ひじょうに恐おそれたので、 13人々ひとびとの前まえで、わざと挙動きょどうを変かえ、捕とらえられて気違きちがいのふりをし、門もんのとびらを打うちたたき、よだれを流ながして、ひげに伝つたわらせた。 14アキシは家来けらいたちに言いった、「あなたがたの見みるように、この人ひとは気違きちがいだ。どうして彼かれをわたしの所ところへ連つれてきたのか。 15わたしに気違きちがいが必要ひつようなのか。この者ものを連つれてきて、わたしの前まえで狂くるわせようというのか。この者ものをわたしの家いえへ入いれようとするのか」。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1こうしてダビデはその所ところを去さり、アドラムのほら穴あなへのがれた。彼かれの兄弟きょうだいたちと父ちちの家いえの者ものは皆みな、これを聞きき、その所ところに下くだって彼かれのもとにきた。 2また、しえたげられている人々ひとびと、負債ふさいのある人々ひとびと、心こころに不満ふまんのある人々ひとびとも皆みな、彼かれのもとに集あつまってきて、彼かれはその長ちょうとなった。おおよそ四百人にんの人々ひとびとが彼かれと共ともにあった。
    


    
      3ダビデはそこからモアブのミヅパへ行いき、モアブの王おうに言いった、「神かみがわたしのためにどんなことをされるかわかるまで、どうぞわたしの父母ふぼをあなたの所ところにおらせてください」。 4そして彼かれはモアブの王おうに彼かれらを託たくしたので、彼かれらはダビデが要害ようがいにおる間あいだ、王おうの所ところにおった。 5さて、預言者よげんしゃガドはダビデに言いった、「要害ようがいにとどまっていないで、去さってユダの地ちへ行いきなさい」。そこでダビデは去さって、ハレテの森もりへ行いった。
    


    
      6サウルは、ダビデおよび彼かれと共ともにいる人々ひとびとが見みつかったということを聞きいた。サウルはギベアで、やりを手てにもって、丘おかのぎょりゅうの木きの下したにすわっており、家来けらいたちはみなそのまわりに立たっていた。 7サウルはまわりに立たっている家来けらいたちに言いった、「あなたがたベニヤミンびとは聞ききなさい。エッサイの子こもまた、あなたがたおのおのに畑はたけやぶどう畑はたけを与あたえ、おのおのを千人にんの長ちょう、百人にんの長ちょうにするであろうか。 8あなたがたは皆みな共ともにはかってわたしに敵てきした。わたしの子こがエッサイの子こと契約けいやくを結むすんでも、それをわたしに告つげるものはなく、またあなたがたのうち、ひとりもわたしのために憂うれえず、きょうのように、わたしの子こがわたしのしもべをそそのかしてわたしに逆さからわせ、道みちで彼かれがわたしを待まち伏ぶせするようになっても、わたしに告つげる者ものはない」。 9その時ときエドムびとドエグは、サウルの家来けらいたちのそばに立たっていたが、答こたえて言いった、「わたしはエッサイの子こがノブにいるアヒトブの子こアヒメレクの所ところにきたのを見みました。 10アヒメレクは彼かれのために主しゅに問とい、また彼かれに食物しょくもつを与あたえ、ペリシテびとゴリアテのつるぎを与あたえました」。
    


    
      11そこで王おうは人ひとをつかわして、アヒトブの子こ祭司さいしアヒメレクとその父ちちの家いえのすべての者もの、すなわちノブの祭司さいしたちを召めしたので、みな王おうの所ところにきた。 12サウルは言いった、「アヒトブの子こよ、聞ききなさい」。彼かれは答こたえた、「わが主しゅよ、わたしはここにおります」。 13サウルは彼かれに言いった、「どうしてあなたはエッサイの子こと共ともにはかってわたしに敵てきし、彼かれにパンとつるぎを与あたえ、彼かれのために神かみに問とい、きょうのように彼かれをわたしに逆さからって立たたせ、道みちで待まち伏ぶせさせるのか」。 14アヒメレクは王おうに答こたえて言いった、「あなたの家来けらいのうち、ダビデのように忠義ちゅうぎな者ものがほかにありますか。彼かれは王おうの娘むすめ婿むこであり、近衛このえ兵へいの長ちょうであって、あなたの家いえで尊たっとばれる人ひとではありませんか。 15彼かれのために神かみに問とうたのは、きょう初はじめてでしょうか。いいえ、決けっしてそうではありません。王おうよ、どうぞ、しもべと父ちちの全家ぜんかに罪つみを負おわせないでください。しもべは、これについては、事ことの大小だいしょうを問とわず、何なにをも知しらなかったのです」。 16王おうは言いった、「アヒメレクよ、あなたは必かならず殺ころされなければならない。あなたの父ちちの全家ぜんかも同おなじである」。 17そして王おうはまわりに立たっている近衛このえの兵へいに言いった、「身みをひるがえして、主しゅの祭司さいしたちを殺ころしなさい。彼かれらもダビデと協力きょうりょくしていて、ダビデの逃にげたのを知しりながら、それをわたしに告つげなかったからです」。ところが王おうの家来けらいたちは主しゅの祭司さいしたちを殺ころすために手てを下くだそうとはしなかった。 18そこで王おうはドエグに言いった、「あなたが身みをひるがえして、祭司さいしたちを殺ころしなさい」。エドムびとドエグは身みをひるがえして祭司さいしたちを撃うち、その日ひ亜麻あま布ぬののエポデを身みにつけている者もの八十五人にんを殺ころした。 19彼かれはまた、つるぎをもって祭司さいしの町まちノブを撃うち、つるぎをもって男おとこ、女おんな、幼おさな子こ、乳飲ちのみ子ご、牛うし、ろば、羊ひつじを殺ころした。
    


    
      20しかしアヒトブの子こアヒメレクの子こたちのひとりで、名なをアビヤタルという人ひとは、のがれてダビデの所ところに走はしった。 21そしてアビヤタルは、サウルが主しゅの祭司さいしたちを殺ころしたことをダビデに告つげたので、 22ダビデはアビヤタルに言いった、「あの日ひ、エドムびとドエグがあそこにいたので、わたしは彼かれがきっとサウルに告つげるであろうと思おもった。わたしがあなたの父ちちの家いえの人々ひとびとの命いのちを失うしなわせるもととなったのです。 23あなたはわたしの所ところにとどまってください。恐おそれることはありません。あなたの命いのちを求もとめる者ものは、わたしの命いのちをも求もとめているのです。わたしの所ところにおられるならば、あなたは安全あんぜんでしょう」。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1さて人々ひとびとはダビデに告つげて言いった、「ペリシテびとがケイラを攻せめて、打うち場ばの穀物こくもつをかすめています」。 2そこでダビデは主しゅに問とうて言いった、「わたしが行いって、このペリシテびとを撃うちましょうか」。主しゅはダビデに言いわれた、「行いってペリシテびとを撃うち、ケイラを救すくいなさい」。 3しかしダビデの従者じゅうしゃたちは彼かれに言いった、「われわれは、ユダのここにおってさえ、恐おそれているのに、ましてケイラへ行いって、ペリシテびとの軍ぐんに当あたることができましょうか」。 4ダビデが重かさねて主しゅに問とうたところ、主しゅは彼かれに答こたえて言いわれた、「立たって、ケイラへ下くだりなさい。わたしはペリシテびとをあなたの手てに渡わたします」。 5ダビデとその従者じゅうしゃたちはケイラへ行いって、ペリシテびとと戦たたかい、彼かれらの家畜かちくを奪うばいとり、彼かれらを多おおく撃うち殺ころした。こうしてダビデはケイラの住民じゅうみんを救すくった。
    


    
      6アヒメレクの子こアビヤタルは、ケイラにいるダビデのもとにのがれてきた時とき、手てにエポデをもって下くだってきた。 7さてダビデのケイラにきたことがサウルに聞きこえたので、サウルは言いった、「神かみはわたしの手てに彼かれをわたされた。彼かれは門もんと貫かんの木きのある町まちにはいって、自分じぶんで身みを閉とじこめたからである」。 8そこでサウルはすべての民たみを戦たたかいに呼よび集あつめて、ケイラに下くだり、ダビデとその従者じゅうしゃを攻せめ囲かこもうとした。 9ダビデはサウルが自分じぶんに害がいを加くわえようとしているのを知しって、祭司さいしアビヤタルに言いった、「エポデを持もってきてください」。 10そしてダビデは言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅよ、しもべはサウルがケイラにきて、わたしのために、この町まちを滅ほろぼそうとしていることを確たしかに聞ききました。 11ケイラの人々ひとびとはわたしを彼かれの手てに渡わたすでしょうか。しもべの聞きいたように、サウルは下くだってくるでしょうか。イスラエルの神かみ、主しゅよ、どうぞ、しもべに告つげてください」。主しゅは言いわれた、「彼かれは下くだって来くる」。 12ダビデは言いった、「ケイラの人々ひとびとはわたしと従者じゅうしゃたちをサウルの手てにわたすでしょうか」。主しゅは言いわれた、「彼かれらはあなたがたを渡わたすであろう」。 13そこでダビデとその六百人にんほどの従者じゅうしゃたちは立たって、ケイラを去さり、いずこともなくさまよった。ダビデのケイラから逃にげ去さったことがサウルに聞きこえたので、サウルは戦たたかいに出でることをやめた。 14ダビデは荒野あらのにある要害ようがいにおり、またジフの荒野あらのの山地さんちにおった。サウルは日々ひびに彼かれを尋たずね求もとめたが、神かみは彼かれをその手てに渡わたされなかった。
    


    
      15さてダビデはサウルが自分じぶんの命いのちを求もとめて出でてきたので恐おそれた。その時ときダビデはジフの荒野あらののホレシにいたが、 16サウルの子こヨナタンは立たって、ホレシにいるダビデのもとに行いき、神かみによって彼かれを力ちからづけた。 17そしてヨナタンは彼かれに言いった、「恐おそれるにはおよびません。父ちちサウルの手てはあなたに届とどかないでしょう。あなたはイスラエルの王おうとなり、わたしはあなたの次つぎとなるでしょう。このことは父ちちサウルも知しっています」。 18こうして彼かれらふたりは主しゅの前まえで契約けいやくを結むすび、ダビデはホレシにとどまり、ヨナタンは家いえに帰かえった。
    


    
      19その時ときジフびとはギベアにいるサウルのもとに上のぼって行いき、そして言いった、「ダビデは、荒野あらのの南みなみにあるハキラの丘おかの上うえのホレシの要害ようがいに隠かくれて、われわれと共ともにいるではありませんか。 20それゆえ王おうよ、あなたが下くだって行いこうという望のぞみのとおり、いま下くだってきてください。われわれは彼かれを王おうの手てに渡わたします」。 21サウルは言いった、「あなたがたはわたしに同情どうじょうを寄よせてくれたのです。どうぞ主しゅがあなたがたを祝福しゅくふくされるように。 22あなたがたは行いって、なお確たしかめてください。彼かれのよく行いく所ところとだれがそこで彼かれを見みたかを見みきわめてください。人ひとの語かたるところによると、彼かれはひじょうに悪賢わるがしこいそうだ。 23それで、あなたがたは彼かれが隠かくれる隠かくれ場所ばしょをみな見みきわめ、確たしかな知しらせをもってわたしの所ところに帰かえってきなさい。その時ときわたしはあなたがたと共ともに行いきます。もし彼かれがこの地ちにいるならば、わたしはユダの氏族しぞくをあまねく尋たずねて彼かれを捜さがしだします」。 24彼かれらは立たって、サウルに先立さきだってジフへ行いった。
    


    
      さてダビデとその従者じゅうしゃたちは荒野あらのの南みなみのアラバにあるマオンの荒野あらのにいた。 25そしてサウルとその従者じゅうしゃたちはきて彼かれを捜さがした。人々ひとびとがこれをダビデに告つげたので、ダビデはマオンの荒野あらのにある岩いわの所ところへ下くだって行いった。サウルはこれを聞きいて、マオンの荒野あらのにきてダビデを追おった。 26サウルは山やまのこちら側がわを行いき、ダビデとその従者じゅうしゃたちとは山やまのむこう側がわを行おこなった。そしてダビデは急いそいでサウルからのがれようとした。サウルとその従者じゅうしゃたちが、ダビデとその従者じゅうしゃたちを囲かこんで捕とらえようとしたからである。 27その時とき、サウルの所ところに、ひとりの使者ししゃがきて言いった、「ペリシテびとが国くにを侵おかしています。急いそいできてください」。 28そこでサウルはダビデを追おうことをやめて帰かえり、行いってペリシテびとに当あたった。それで人々ひとびとは、その所ところを「のがれの岩いわ」と名なづけた。 29ダビデはそこから上のぼってエンゲデの要害ようがいにいた。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1サウルがペリシテびとを追おうことをやめて帰かえってきたとき、人々ひとびとは彼かれに告つげて言いった、「ダビデはエンゲデの野のにいます」。 2そこでサウルは、全ぜんイスラエルから選えらんだ三千の人ひとを率ひきい、ダビデとその従者じゅうしゃたちとを捜さがすため、「やぎの岩いわ」の前まえへ出でかけた。 3途中とちゅう、羊ひつじのおりの所ところにきたが、そこに、ほら穴あながあり、サウルは足あしをおおうために、その中なかにはいった。その時とき、ダビデとその従者じゅうしゃたちは、ほら穴あなの奥おくにいた。 4ダビデの従者じゅうしゃたちは彼かれに言いった、「主しゅがあなたに告つげて、『わたしはあなたの敵てきをあなたの手てに渡わたす。あなたは自分じぶんの良よいと思おもうことを彼かれにすることができる』と言いわれた日ひがきたのです」。そこでダビデは立たって、ひそかに、サウルの上着うわぎのすそを切きった。 5しかし後のちになって、ダビデはサウルの上着うわぎのすそを切きったことに、心こころの責せめを感かんじた。 6ダビデは従者じゅうしゃたちに言いった、「主しゅが油あぶらを注そそがれたわが君きみに、わたしがこの事ことをするのを主しゅは禁きんじられる。彼かれは主しゅが油あぶらを注そそがれた者ものであるから、彼かれに敵てきして、わたしの手てをのべるのは良よくない」。 7ダビデはこれらの言葉ことばをもって従者じゅうしゃたちを差さし止とめ、サウルを撃うつことを許ゆるさなかった。サウルは立たって、ほら穴あなを去さり、道みちを進すすんだ。
    


    
      8ダビデもまた、そのあとから立たち、ほら穴あなを出でて、サウルのうしろから呼よばわって、「わが君きみ、王おうよ」と言いった。サウルがうしろをふり向むいた時とき、ダビデは地ちにひれ伏ふして拝はいした。 9そしてダビデはサウルに言いった、「どうして、あなたは『ダビデがあなたを害がいしようとしている』という人々ひとびとの言葉ことばを聞きかれるのですか。 10あなたは、この日ひ、自分じぶんの目めで、主しゅがあなたをきょう、ほら穴あなの中なかでわたしの手てに渡わたされたのをごらんになりました。人々ひとびとはわたしにあなたを殺ころすことを勧すすめたのですが、わたしは殺ころしませんでした。『わが君きみは主しゅが油あぶらを注そそがれた方かたであるから、これに敵てきして手てをのべることはしない』とわたしは言いいました。 11わが父ちちよ、ごらんなさい。あなたの上着うわぎのすそは、わたしの手てにあります。わたしがあなたの上着うわぎのすそを切きり、しかも、あなたを殺ころさなかったことによって、あなたは、わたしの手てに悪あくも、とがもないことを見みて知しられるでしょう。あなたはわたしの命いのちを取とろうと、ねらっておられますが、わたしはあなたに対たいして罪つみをおかしたことはないのです。 12どうぞ主しゅがわたしとあなたの間あいだをさばかれますように。また主しゅがわたしのために、あなたに報むくいられますように。しかし、わたしはあなたに手てをくだすことをしないでしょう。 13昔むかしから、ことわざに言いっているように、『悪あくは悪人あくにんから出でる』。しかし、わたしはあなたに手てをくだすことをしないでしょう。 14イスラエルの王おうは、だれを追おって出でてこられたのですか。あなたは、だれを追おっておられるのですか。死しんだ犬いぬを追おっておられるのです。一匹ぴきの蚤のみを追おっておられるのです。 15どうぞ主しゅがさばきびととなって、わたしとあなたの間あいだをさばき、かつ見みて、わたしの訴うったえを聞きき、わたしをあなたの手てから救すくい出だしてくださるように」。
    


    
      16ダビデがこれらの言葉ことばをサウルに語かたり終おわったとき、サウルは言いった、「わが子こダビデよ、これは、あなたの声こえであるか」。そしてサウルは声こえをあげて泣ないた。 17サウルはまたダビデに言いった、「あなたはわたしよりも正ただしい。わたしがあなたに悪あくを報むくいたのに、あなたはわたしに善ぜんを報むくいる。 18きょう、あなたはいかに良よくわたしをあつかったかを明あきらかにしました。すなわち主しゅがわたしをあなたの手てにわたされたのに、あなたはわたしを殺ころさなかったのです。 19人ひとは敵てきに会あったとき、敵てきを無事ぶじに去さらせるでしょうか。あなたが、きょう、わたしにした事ことのゆえに、どうぞ主しゅがあなたに良よい報むくいを与あたえられるように。 20今いまわたしは、あなたがかならず王おうとなることを知しりました。またイスラエルの王国おうこくが、あなたの手てによって堅かたく立たつことを知しりました。 21それゆえ、あなたはわたしのあとに、わたしの子孫しそんを断たたず、またわたしの父ちちの家いえから、わたしの名なを滅ほろぼし去さらないと、いま主しゅをさして、わたしに誓ちかってください」。 22そこでダビデはサウルに、そのように誓ちかった。そしてサウルは家いえに帰かえり、ダビデとその従者じゅうしゃたちは要害ようがいにのぼって行いった。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1さてサムエルが死しんだので、イスラエルの人々ひとびとはみな集あつまって、彼かれのためにひじょうに悲かなしみ、ラマにあるその家いえに彼かれを葬ほうむった。
    


    
      そしてダビデは立たってパランの荒野あらのに下くだって行いった。 2マオンに、ひとりの人ひとがあって、カルメルにその所有しょゆうがあり、ひじょうに裕福ゆうふくで、羊ひつじ三千頭とう、やぎ一千頭とうを持もっていた。彼かれはカルメルで羊ひつじの毛けを切きっていた。 3その人ひとの名なはナバルといい、妻つまの名なはアビガイルといった。アビガイルは賢かしこくて美うつくしかったが、その夫おっとは剛情ごうじょうで、粗暴そぼうであった。彼かれはカレブびとであった。 4ダビデは荒野あらのにいて、ナバルがその羊ひつじの毛けを切きっていることを聞きいたので、 5十人にんの若者わかものをつかわし、その若者わかものたちに言いった、「カルメルに上のぼって行いってナバルの所ところへ行いき、わたしの名なをもって彼かれにあいさつし、 6彼かれにこう言いいなさい、『どうぞあなたに平安へいあんがあるように。あなたの家いえに平安へいあんがあるように。またあなたのすべての持もち物ものに平安へいあんがあるように。 7わたしはあなたが羊ひつじの毛けを切きっておられることを聞ききました。あなたの羊飼ひつじかいたちはわれわれと一緒いっしょにいたのですが、われわれは彼かれらを少すこしも害がいしませんでした。また彼かれらはカルメルにいる間あいだに、何なにひとつ失うしなったことはありません。 8あなたの若者わかものたちに聞きいてみられるならば、わかります。それゆえ、わたしの若者わかものたちに、あなたの好意こういを示しめしてください。われわれは祝しゅくの日ひにきたのです。どうぞ、あなたの手てもとにあるものを、贈おくり物ものとして、しもべどもとあなたの子こダビデにください』」。
    


    
      9ダビデの若者わかものたちは行いって、ダビデの名なをもって、これらの言葉ことばをナバルに語かたり、そして待まっていた。 10ナバルはダビデの若者わかものたちに答こたえて言いった、「ダビデとはだれか。エッサイの子ことはだれか。このごろは、主人しゅじんを捨すてて逃にげるしもべが多おおい。 11どうしてわたしのパンと水みず、またわたしの羊ひつじの毛けを切きる人々ひとびとのためにほふった肉にくをとって、どこからきたのかわからない人々ひとびとに与あたえることができようか」。 12ダビデの若者わかものたちは、そこを去さり、帰かえってきて、彼かれにこのすべての事ことを告つげた。 13そこでダビデは従者じゅうしゃたちに言いった、「おのおの、つるぎを帯おびなさい」。彼かれらはおのおのつるぎを帯おび、ダビデもまたつるぎを帯おびた。そしておおよそ四百人にんがダビデに従したがって上のぼっていき、二百人にんは荷物にもつのところにとどまった。
    


    
      14ところで、ひとりの若者わかものがナバルの妻つまアビガイルに言いった、「ダビデが荒野あらのから使者ししゃをつかわして、主人しゅじんにあいさつをしたのに、主人しゅじんはその使者ししゃたちをののしられました。 15しかし、あの人々ひとびとはわれわれに大だいへんよくしてくれて、われわれは少すこしも害がいを受うけず、またわれわれが野のにいた時とき、彼かれらと共ともにいた間あいだは、何なにひとつ失うしなったことはありませんでした。 16われわれが羊ひつじを飼かって彼かれらと共ともにいる間あいだ、彼かれらは夜よるも昼ひるもわれわれのかきとなってくれました。 17それで、あなたは今いまそれを知しって、自分じぶんのすることを考かんがえてください。主人しゅじんとその一家いっかに災わざわいが起おきるからです。しかも主人しゅじんはよこしまな人ひとで、話はなしかけることもできません」。
    


    
      18その時とき、アビガイルは急いそいでパン二百、ぶどう酒しゅの皮かわ袋ぶくろ二つ、調理ちょうりした羊ひつじ五頭とう、いり麦むぎ五セア、ほしぶどう百ふさ、ほしいちじくのかたまり二百を取とって、ろばにのせ、 19若者わかものたちに言いった、「わたしのさきに進すすみなさい。わたしはあなたがたのうしろに、ついて行いきます」。しかし彼女かのじょは夫おっとナバルには告つげなかった。 20アビガイルが、ろばに乗のって山陰やまかげを下くだってきた時とき、ダビデと従者じゅうしゃたちは彼女かのじょの方ほうに向むかって降ふりてきたので、彼女かのじょはその人々ひとびとに出会であった。 21さて、ダビデはさきにこう言いった、「わたしはこの人ひとが荒野あらので持もっている物ものをみな守まもって、その人ひとに属ぞくする物ものを何なにひとつなくならないようにしたが、それは全まったくむだであった。彼かれはわたしのした親切しんせつに悪あくをもって報むくいた。 22もしわたしがあすの朝あさまで、ナバルに属ぞくするすべての者もののうち、ひとりの男おとこでも残のこしておくならば、神かみが幾重いくえにもダビデを罰ばっしてくださるように」。
    


    
      23アビガイルはダビデを見みて、急いそいで、ろばを降ふり、ダビデの前まえで地ちにひれ伏ふし、 24その足あしもとに伏ふして言いった、「わが君きみよ、このとがをわたしだけに負おわせてください。しかしどうぞ、はしために、あなたの耳みみに語かたることを許ゆるし、はしための言葉ことばをお聞ききください。 25わが君きみよ、どうぞ、このよこしまな人ひとナバルのことを気きにかけないでください。あの人ひとはその名なのとおりです。名なはナバルで、愚おろかな者ものです。あなたのはしためであるわたしは、わが君きみなるあなたがつかわされた若者わかものたちを見みなかったのです。 26それゆえ今いま、わが君きみよ、主しゅは生いきておられます。またあなたは生いきておられます。主しゅは、あなたがきて血ちを流ながし、また手てずから、あだを報むくいるのをとどめられました。どうぞ今いま、あなたの敵てき、およびわが君きみに害がいを加くわえようとする者ものは、ナバルのごとくになりますように。 27今いま、あなたのつかえめが、わが君きみに携たずさえてきた贈おくり物ものを、わが君きみに従したがう若者わかものたちに与あたえてください。 28どうぞ、はしためのとがを許ゆるしてください。主しゅは必かならずわが君きみのために確たしかな家いえを造つくられるでしょう。わが君きみが主しゅのいくさを戦たたかい、またこの世よに生いきながらえられる間あいだ、あなたのうちに悪わるいことが見みいだされないからです。 29たとい人ひとが立たってあなたを追おい、あなたの命いのちを求もとめても、わが君きみの命いのちは、生いきている者ものの束たばにたばねられて、あなたの神かみ、主しゅのもとに守まもられるでしょう。しかし主しゅはあなたの敵てきの命いのちを、石いし投なげの中なかから投なげるように、投なげ捨すてられるでしょう。 30そして主しゅがあなたについて語かたられたすべての良よいことをわが君きみに行おこない、あなたをイスラエルのつかさに任にんじられる時とき、 31あなたが、ゆえなく血ちを流ながし、またわが君きみがみずからあだを報むくいたと言いうことで、それがあなたのつまずきとなり、またわが君きみの心こころの責せめとなることのないようにしてください。主しゅがわが君きみを良よくせられる時とき、このはしためを思おもいだしてください」。
    


    
      32ダビデはアビガイルに言いった、「きょう、あなたをつかわして、わたしを迎むかえさせられたイスラエルの神かみ、主しゅはほむべきかな。 33あなたの知恵ちえはほむべきかな。またあなたはほむべきかな。あなたは、きょう、わたしがきて血ちを流ながし、手てずからあだを報むくいることをとどめられたのです。 34わたしがあなたを害がいすることをとどめられたイスラエルの神かみ、主しゅはまことに生いきておられる。もしあなたが急いそいでわたしに会あいにこなかったならば、あすの朝あさまでには、ナバルのところに、ひとりの男おとこも残のこらなかったでしょう」。 35ダビデはアビガイルが携たずさえてきた物ものをその手てから受うけて、彼女かのじょに言いった、「あなたは無事ぶじにのぼって、家いえに帰かえりなさい。わたしはあなたの声こえを聞ききいれ、あなたの願ねがいを許ゆるします」。
    


    
      36こうしてアビガイルはナバルのもとにきたが、見みよ、彼かれはその家いえで、王おうの酒宴しゅえんのような酒宴しゅえんを開ひらいていた。ナバルは心こころに楽たのしみ、ひじょうに酔よっていたので、アビガイルは明あくる朝あさまで事ことの大小だいしょうを問とわず何なにをも彼かれに告つげなかった。 37朝あさになってナバルの酔よいがさめたとき、その妻つまが彼かれにこれらの事ことを告つげると、彼かれの心こころはそのうちに死しんで、彼かれは石いしのようになった。 38十日かばかりして主しゅがナバルを撃うたれたので彼かれは死しんだ。
    


    
      39ダビデはナバルが死しんだと聞きいて言いった、「主しゅはほむべきかな。主しゅはわたしがナバルの手てから受うけた侮辱ぶじょくに報むくいて、しもべが悪あくをおこなわないようにされた。主しゅはナバルの悪行あくぎょうをそのこうべに報むくいられたのだ」。ダビデはアビガイルを妻つまにめとろうと、人ひとをつかわして彼女かのじょに申もうし込こんだ。 40ダビデのしもべたちはカルメルにいるアビガイルの所ところにきて、彼女かのじょに言いった、「ダビデはあなたを妻つまにめとろうと、われわれをあなたの所ところへつかわしたのです」。 41アビガイルは立たち、地ちにひれ伏ふし拝はいして言いった、「はしためは、わが君きみのしもべたちの足あしを洗あらうつかえめです」。 42アビガイルは急いそいで立たち、ろばに乗のって、五人にんの侍女じじょたちを連つれ、ダビデの使者ししゃたちに従したがって行いき、ダビデの妻つまとなった。
    


    
      43ダビデはまたエズレルのアヒノアムをめとった。彼女かのじょたちはふたりともダビデの妻つまとなった。 44ところでサウルはその娘むすめ、ダビデの妻つまミカルを、ガリムの人ひとであるライシの子こパルテに与あたえた。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1そのころジフびとがギベアにおるサウルのもとにきて言いった、「ダビデは荒野あらのの前まえにあるハキラの山やまに隠かくれているではありませんか」。 2サウルは立たって、ジフの荒野あらのでダビデを捜さがすために、イスラエルのうちから選えらんだ三千人にんをひき連つれて、ジフの荒野あらのに下くだった。 3サウルは荒野あらのの前まえの道みちのかたわらにあるハキラの山やまに陣じんを取とった。ダビデは荒野あらのにとどまっていたが、サウルが自分じぶんのあとを追おって荒野あらのにきたのを見みて、 4斥候せっこうを出だし、サウルが確たしかにきたのを知しった。 5そしてダビデは立たって、サウルが陣じんを取とっている所ところへ行いって、サウルとその軍ぐんの長ちょう、ネルの子こアブネルの寝ねている場所ばしょを見みた。サウルは陣所じんしょのうちに寝ねていて、民たみはその周囲しゅういに宿営しゅくえいしていた。
    


    
      6ダビデは、ヘテびとアヒメレク、およびゼルヤの子こで、ヨアブの兄弟きょうだいであるアビシャイに言いった、「だれがわたしと共ともにサウルの陣じんに下くだって行いくか」。アビシャイは言いった、「わたしが一緒いっしょに下くだって行いきます」。 7こうしてダビデとアビシャイとが夜よる、民たみのところへ行いってみると、サウルは陣所じんしょのうちに身みを横よこたえて寝ねており、そのやりは枕まくらもとに地ちに突つきさしてあった。そしてアブネルと民たみらとはその周囲しゅういに寝ねていた。 8アビシャイはダビデに言いった、「神かみはきょう敵てきをあなたの手てに渡わたされました。どうぞわたしに、彼かれのやりをもってひと突つきで彼かれを地ちに刺さしとおさせてください。ふたたび突つくには及およびません」。 9しかしダビデはアビシャイに言いった、「彼かれを殺ころしてはならない。主しゅが油あぶらを注そそがれた者ものに向むかって、手てをのべ、罪つみを得えない者ものがあろうか」。 10ダビデはまた言いった、「主しゅは生いきておられる。主しゅが彼かれを撃うたれるであろう。あるいは彼かれの死しぬ日ひが来くるであろう。あるいは戦たたかいに下くだって行いって滅ほろびるであろう。 11主しゅが油あぶらを注そそがれた者ものに向むかって、わたしが手てをのべることを主しゅは禁きんじられる。しかし今いま、そのまくらもとにあるやりと水みずのびんを取とりなさい。そしてわれわれは去さろう」。 12こうしてダビデはサウルの枕まくらもとから、やりと水みずのびんを取とって彼かれらは去さったが、だれもそれを見みず、だれも知しらず、また、だれも目めをさまさず、みな眠ねむっていた。主しゅが彼かれらを深ふかく眠ねむらされたからである。
    


    
      13ダビデは向むこう側がわに渡わたって行いって、遠とおく離はなれて山やまの頂いただきに立たった。彼かれらの間あいだの隔へだたりは大おおきかった。 14ダビデは民たみとネルの子こアブネルに呼よばわって言いった、「アブネルよ、あなたは答こたえないのか」。アブネルは答こたえて言いった、「王おうを呼よんでいるあなたはだれか」。 15ダビデはアブネルに言いった、「あなたは男おとこではないか。イスラエルのうちに、あなたに及およぶ人ひとがあろうか。それであるのに、どうしてあなたは主君しゅくんである王おうを守まもらなかったのか。民たみのひとりが、あなたの主君しゅくんである王おうを殺ころそうとして、はいりこんだではないか。 16あなたがしたこの事ことは良よくない。主しゅは生いきておられる。あなたがたは、まさに死しに値あたいする。主しゅが油あぶらをそそがれた、あなたの主君しゅくんを守まもらなかったからだ。いま王おうのやりがどこにあるか。その枕まくらもとにあった水みずのびんがどこにあるかを見みなさい」。
    


    
      17サウルはダビデの声こえを聞ききわけて言いった、「わが子こダビデよ、これはあなたの声こえか」。ダビデは言いった、「王おう、わが君きみよ、わたしの声こえです」。 18ダビデはまた言いった、「わが君きみはどうしてしもべのあとを追おわれるのですか。わたしが何なにをしたのですか。わたしの手てになんのわるいことがあるのですか。 19王おう、わが君きみよ、どうぞ、今いましもべの言葉ことばを聞きいてください。もし主しゅがあなたを動うごかして、わたしの敵てきとされたのであれば、どうぞ主しゅが供そなえ物ものを受うけて和やわらいでくださるように。もし、それが人ひとであるならば、どうぞその人々ひとびとが主しゅの前まえにのろいを受うけるように。彼かれらが『おまえは行いって他たの神々かみがみに仕つかえなさい』と言いって、きょう、わたしを追おい出だし、主しゅの嗣し業ぎょうにあずかることができないようにしたからです。 20それゆえ今いま、主しゅの前まえを離はなれて、わたしの血ちが地ちに落おちることのないようにしてください。イスラエルの王おうは、人ひとが山やまで、しゃこを追おうように、わたしの命いのちを取とろうとして出でてこられたのです」。
    


    
      21その時とき、サウルは言いった、「わたしは罪つみを犯おかした。わが子こダビデよ、帰かえってきてください。きょう、わたしの命いのちがあなたの目めに尊たっとく見みられたゆえ、わたしは、もはやあなたに害がいを加くわえないであろう。わたしは愚おろかなことをして、非常ひじょうなまちがいをした」。 22ダビデは答こたえた、「王おうのやりは、ここにあります。ひとりの若者わかものに渡わたってこさせ、これを持もちかえらせてください。 23主しゅは人ひとおのおのにその義ぎと真実しんじつとに従したがって報むくいられます。主しゅがきょう、あなたをわたしの手てに渡わたされたのに、わたしは主しゅが油あぶらを注そそがれた者ものに向むかって、手てをのべることをしなかったのです。 24きょう、わたしがあなたの命いのちを重おもんじたように、どうぞ主しゅがわたしの命いのちを重おもんじて、もろもろの苦難くなんから救すくい出だしてくださるように」。 25サウルはダビデに言いった、「わが子こダビデよ、あなたはほむべきかな。あなたは多おおくの事ことをおこなって、それをなし遂とげるであろう」。こうしてダビデはその道みちを行いき、サウルは自分じぶんの所ところへ帰かえった。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1ダビデは心こころのうちに言いった、「わたしは、いつかはサウルの手てにかかって滅ほろぼされるであろう。早はやくペリシテびとの地ちへのがれるほかはない。そうすればサウルはこの上うえイスラエルの地ちにわたしをくまなく捜さがすことはやめ、わたしは彼かれの手てからのがれることができるであろう」。 2こうしてダビデは、共ともにいた六百人にんと一緒いっしょに、立たってガテの王おうマオクの子こアキシの所ところへ行いった。 3ダビデと従者じゅうしゃたちは、おのおのその家族かぞくとともに、ガテでアキシと共ともに住すんだ。ダビデはそのふたりの妻つま、すなわちエズレルの女おんなアヒノアムと、カルメルの女おんなでナバルの妻つまであったアビガイルと共ともにおった。 4ダビデがガテにのがれたことがサウルに聞きこえたので、サウルはもはや彼かれを捜さがさなかった。
    


    
      5さてダビデはアキシに言いった、「もしわたしがあなたの前まえに恵めぐみを得えるならば、どうぞ、いなかにある町まちのうちで一つの場所ばしょをわたしに与あたえてそこに住すまわせてください。どうしてしもべがあなたと共ともに王おうの町まちに住すむことができましょうか」。 6アキシはその日ひチクラグを彼かれに与あたえた。こうしてチクラグは今日こんにちにいたるまでユダの王おうに属ぞくしている。 7ダビデがペリシテびとの国くにに住すんだ日ひの数かずは一年ねんと四か月げつであった。
    


    
      8さてダビデは従者じゅうしゃと共ともにのぼって、ゲシュルびと、ゲゼルびとおよびアマレクびとを襲おそった。これらは昔むかしからシュルに至いたるまでの地ちの住民じゅうみんであって、エジプトに至いたるまでの地ちに住すんでいた。 9ダビデはその地ちを撃うって、男おとこも女おんなも生いかしおかず、羊ひつじと牛うしとろばとらくだと衣服いふくとを取とって、アキシのもとに帰かえってきた。 10アキシが「あなたはきょうどこを襲おそいましたか」と尋たずねると、ダビデは、その時々ときどき、「ユダのネゲブです」、「エラメルびとのネゲブです」「ケニびとのネゲブです」と言いった。 11ダビデは男おとこも女おんなも生いかしおかず、ひとりをもガテに引ひいて行いかなかった。それはダビデが、「恐おそらくは、彼かれらが、『ダビデはこうした』と言いって、われわれのことを告つげるであろう」と思おもったからである。ダビデはペリシテびとのいなかに住すんでいる間あいだはこうするのが常つねであった。 12アキシはダビデを信しんじて言いった、「彼かれは自分じぶんを全まったくその民たみイスラエルに憎にくまれるようにした。それゆえ彼かれは永久えいきゅうにわたしのしもべとなるであろう」。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1そのころ、ペリシテびとがイスラエルと戦たたかおうとして、いくさのために軍勢ぐんぜいを集あつめたので、アキシはダビデに言いった、「あなたは、しかと承知しょうちしてください。あなたとあなたの従者じゅうしゃたちとは、わたしと共ともに出でて、軍勢ぐんぜいに加くわわらなければなりません」。 2ダビデはアキシに言いった、「よろしい、あなたはしもべが何なにをするかを知しられるでしょう」。アキシはダビデに言いった、「よろしい、あなたを終身しゅうしんわたしの護衛ごえいの長ちょうとしよう」。
    


    
      3さてサムエルはすでに死しんで、イスラエルのすべての人ひとは彼かれのために悲かなしみ、その町まちラマに葬ほうむった。また先さきにサウルは口寄くちよせや占うらない師しをその地ちから追放ついほうした。 4ペリシテびとが集あつまってきてシュネムに陣じんを取とったので、サウルはイスラエルのすべての人ひとを集あつめて、ギルボアに陣じんを取とった。 5サウルはペリシテびとの軍勢ぐんぜいを見みて恐おそれ、その心こころはいたくおののいた。 6そこでサウルは主しゅに伺うかがいをたてたが、主しゅは夢ゆめによっても、ウリムによっても、預言者よげんしゃによっても彼かれに答こたえられなかった。 7サウルはしもべたちに言いった、「わたしのために、口寄くちよせの女おんなを捜さがし出だしなさい。わたしは行いってその女おんなに尋たずねよう」。しもべたちは彼かれに言いった、「見みよ、エンドルにひとりの口寄くちよせがいます」。
    


    
      8サウルは姿すがたを変かえてほかの着物きものをまとい、ふたりの従者じゅうしゃを伴ともなって行いき、夜よるの間あいだに、その女おんなの所ところにきた。そしてサウルは言いった、「わたしのために口寄くちよせの術じゅつを行いって、わたしがあなたに告つげる人ひとを呼よび起おこしてください」。 9女おんなは彼かれに言いった、「あなたはサウルがしたことをごぞんじでしょう。彼かれは口寄くちよせや占うらない師しをその国くにから断たち滅ほろぼしました。どうしてあなたは、わたしの命いのちにわなをかけて、わたしを死しなせようとするのですか」。 10サウルは主しゅをさして彼女かのじょに誓ちかって言いった、「主しゅは生いきておられる。この事ことのためにあなたが罰ばつを受うけることはないでしょう」。 11女おんなは言いった、「あなたのためにだれを呼よび起おこしましょうか」。サウルは言いった、「サムエルを呼よび起おこしてください」。 12女おんなはサムエルを見みた時とき、大声おおごえで叫さけんだ。そしてその女おんなはサウルに言いった、「どうしてあなたはわたしを欺あざむかれたのですか。あなたはサウルです」。 13王おうは彼女かのじょに言いった、「恐おそれることはない。あなたには何なにが見みえるのですか」。女おんなはサウルに言いった、「神かみのようなかたが地ちからのぼられるのが見みえます」。 14サウルは彼女かのじょに言いった、「その人ひとはどんな様子ようすをしていますか」。彼女かのじょは言いった、「ひとりの老人ろうじんがのぼってこられます。その人ひとは上着うわぎをまとっておられます」。サウルはその人ひとがサムエルであるのを知しり、地ちにひれ伏ふして拝はいした。
    


    
      15サムエルはサウルに言いった、「なぜ、わたしを呼よび起おこして、わたしを煩わずらわすのか」。サウルは言いった、「わたしは、ひじょうに悩なやんでいます。ペリシテびとがわたしに向むかっていくさを起おこし、神かみはわたしを離はなれて、預言者よげんしゃによっても、夢ゆめによっても、もはやわたしに答こたえられないのです。それで、わたしのすべきことを知しるために、あなたを呼よびました」。 16サムエルは言いった、「主しゅがあなたを離はなれて、あなたの敵てきとなられたのに、どうしてあなたはわたしに問とうのですか。 17主しゅは、わたしによって語かたられたとおりにあなたに行おこなわれた。主しゅは王国おうこくを、あなたの手てから裂さきはなして、あなたの隣人りんじんであるダビデに与あたえられた。 18あなたは主しゅの声こえに聞きき従したがわず、主しゅの激はげしい怒いかりに従したがって、アマレクびとを撃うち滅ほろぼさなかったゆえに、主しゅはこの事ことを、この日ひ、あなたに行おこなわれたのである。 19主しゅはまたイスラエルをも、あなたと共ともに、ペリシテびとの手てに渡わたされるであろう。あすは、あなたもあなたの子こらもわたしと一緒いっしょになるであろう。また主しゅはイスラエルの軍勢ぐんぜいをもペリシテびとの手てに渡わたされる」。
    


    
      20そのときサウルは、ただちに、地ちに伸のび、倒たおれ、サムエルの言葉ことばのために、ひじょうに恐おそれ、またその力ちからはうせてしまった。その一日にち一夜や、食物しょくもつをとっていなかったからである。 21女おんなはサウルのもとにきて、彼かれのおののいているのを見みて言いった、「あなたのつかえめは、あなたの声こえに聞きき従したがい、わたしの命いのちをかけて、あなたの言いわれた言葉ことばに従したがいました。 22それゆえ今いまあなたも、つかえめの声こえに聞きき従したがい、一口ひとくちのパンをあなたの前まえにそなえさせてください。あなたはそれをめしあがって力ちからをつけ、道みちを行いってください」。 23ところがサウルは断ことわって言いった、「わたしは食たべません」。しかし彼かれのしもべたちも、その女おんなもしいてすすめたので、サウルはその言葉ことばを聞ききいれ、地ちから起おきあがり、床とこの上うえにすわった。 24その女おんなは家いえに肥こえた子こ牛うしがあったので、急いそいでそれをほふり、また麦粉むぎこをとり、こねて、種たね入いれぬパンを焼やき、 25サウルとそのしもべたちの前まえに持もってきたので、彼かれらは食たべた。そして彼かれらは立たち上あがって、その夜よるのうちに去さった。
    

  


  


  
    第二十九章


    
      1さてペリシテびとは、その軍勢ぐんぜいをことごとくアペクに集あつめた。イスラエルびとはエズレルにある泉いずみのかたわらに陣じんを取とった。 2ペリシテびとの君きみたちは、あるいは百人にん、あるいは千人にんを率ひきいて進すすみ、ダビデとその従者じゅうしゃたちはアキシと共ともに、しんがりになって進すすんだ。 3その時とき、ペリシテびとの君きみたちは言いった、「これらのヘブルびとはここで何なにをしているのか」。アキシはペリシテびとたちに言いった、「これはイスラエルの王おうサウルのしもべダビデではないか。彼かれはこの日ひごろ、この年としごろ、わたしと共ともにいたが、逃にげ落おちてきた日ひからきょうまで、わたしは彼かれにあやまちがあったのを見みたことがない」。 4しかしペリシテびとの君きみたちは彼かれに向むかって怒いかった。そしてペリシテびとの君きみたちは彼かれに言いった、「この人ひとを帰かえらせて、あなたが彼かれを置おいたもとの所ところへ行いかせなさい。われわれと一緒いっしょに彼かれを戦たたかいに下くだらせてはならない。戦たたかいの時とき、彼かれがわれわれの敵てきとなるかも知しれないからである。この者ものは何なにをもってその主君しゅくんとやわらぐことができようか。ここにいる人々ひとびとの首くびをもってするほかはあるまい。 5これは、かつて人々ひとびとが踊おどりのうちに歌うたいかわして、

      
        『サウルは千を撃うち殺ころし、

        ダビデは万まんを撃うち殺ころした』

      
と言いった、あのダビデではないか」。
    


    
      6そこでアキシはダビデを呼よんで言いった、「主しゅは生いきておられる。あなたは正ただしい人ひとである。あなたがわたしと一緒いっしょに戦たたかいに出入でいりすることをわたしは良よいと思おもっている。それはあなたがわたしの所ところにきた日ひからこの日ひまで、わたしは、あなたに悪わるい事ことがあったのを見みたことがないからである。しかしペリシテびとの君きみたちはあなたを良よく言いわない。 7それゆえ今いま安やすらかに帰かえって行いきなさい。彼かれらが悪わるいと思おもうことはしないがよかろう」。 8ダビデはアキシに言いった、「しかしわたしが何なにをしたというのですか。わたしがあなたに仕つかえはじめた日ひからこの日ひまでに、あなたはしもべの身みに何なにを見みられたので、わたしは行いって、わたしの主君しゅくんである王おうの敵てきと戦たたかうことができないのですか」。 9アキシはダビデに答こたえた、「わたしは見みて、あなたが神かみの使つかいのようにりっぱな人ひとであることを知しっている。しかし、ペリシテびとの君きみたちは、『われわれと一緒いっしょに彼かれを戦たたかいに上のぼらせてはならない』と言いっている。 10それで、あなたは、一緒いっしょにきたあなたの主君しゅくんのしもべたちと共ともに朝あさ早はやく起おきなさい。そして朝あさ早はやく起おき、夜よるが明あけてから去さりなさい」。 11こうしてダビデとその従者じゅうしゃたちとは共ともにペリシテびとの地ちへ帰かえろうと、朝あさ早はやく起おきて出立しゅったつしたが、ペリシテびとはエズレルへ上のぼって行いった。
    

  


  


  
    第三十章


    
      1さてダビデとその従者じゅうしゃたちが三日か目めにチクラグにきた時とき、アマレクびとはすでにネゲブとチクラグを襲おそっていた。彼かれらはチクラグを撃うち、火ひをはなってこれを焼やき、 2その中なかにいた女おんなたちおよびすべての者ものを捕虜ほりょにし、小ちいさい者ものをも大おおきい者ものをも、ひとりも殺ころさずに、引ひいて、その道みちに行いった。 3ダビデと従者じゅうしゃたちはその町まちにきて、町まちが火ひで焼やかれ、その妻つまとむすこ娘むすめらは捕虜ほりょとなったのを見みた。 4ダビデおよび彼かれと共ともにいた民たみは声こえをあげて泣なき、ついに泣なく力ちからもなくなった。 5ダビデのふたりの妻つますなわちエズレルの女おんなアヒノアムと、カルメルびとナバルの妻つまであったアビガイルも捕虜ほりょになった。 6その時とき、ダビデはひじょうに悩なやんだ。それは民たみがみなおのおのそのむすこ娘むすめのために心こころを痛いためたため、ダビデを石いしで撃うとうと言いったからである。しかしダビデはその神かみ、主しゅによって自分じぶんを力ちからづけた。
    


    
      7ダビデはアヒメレクの子こ、祭司さいしアビヤタルに、「エポデをわたしのところに持もってきなさい」と言いったので、アビヤタルは、エポデをダビデのところに持もってきた。 8ダビデは主しゅに伺うかがいをたてて言いった、「わたしはこの軍隊ぐんたいのあとを追おうべきですか。わたしはそれに追おいつくことができましょうか」。主しゅは彼かれに言いわれた、「追おいなさい。あなたは必かならず追おいついて、確たしかに救すくい出だすことができるであろう」。 9そこでダビデは、一緒いっしょにいた六百人にんの者ものと共ともに出立しゅったつしてベソル川かわへ行いったが、あとに残のこる者ものはそこにとどまった。 10すなわちダビデは四百人にんと共ともに追撃ついげきをつづけたが、疲つかれてベソル川かわを渡わたれない者もの二百人にんはとどまった。
    


    
      11彼かれらは野ので、ひとりのエジプトびとを見みて、それをダビデのもとに引ひいてきて、パンを食たべさせ、水みずを飲のませた。 12また彼かれらはほしいちじくのかたまり一つと、ほしぶどう二ふさを彼かれに与あたえた。彼かれは食たべて元気げんきを回復かいふくした。彼かれは三日か三夜よ、パンを食たべず、水みずを飲のんでいなかったからである。 13ダビデは彼かれに言いった、「あなたはだれのものか。どこからきたのか」。彼かれは言いった、「わたしはエジプトの若者わかもので、アマレクびとの奴隷どれいです。三日か前まえにわたしが病気びょうきになったので、主人しゅじんはわたしを捨すてて行いきました。 14わたしどもは、ケレテびとのネゲブと、ユダに属ぞくする地ちと、カレブのネゲブを襲おそい、また火ひでチクラグを焼やきはらいました」。 15ダビデは彼かれに言いった、「あなたはその軍隊ぐんたいのところへわたしを導みちびき下くだってくれるか」。彼かれは言いった、「あなたはわたしを殺ころさないこと、またわたしを主人しゅじんの手てに渡わたさないことを、神かみをさしてわたしに誓ちかってください。そうすればあなたをその軍隊ぐんたいのところへ導みちびき下くだりましょう」。
    


    
      16彼かれはダビデを導みちびき下くだったが、見みよ、彼かれらはペリシテびとの地ちとユダの地ちから奪うばい取とったさまざまの多おおくのぶんどり物もののゆえに、食くい飲のみ、かつ踊おどりながら、地ちのおもてにあまねく散ちりひろがっていた。 17ダビデは夕ゆうぐれから翌日よくじつの夕方ゆうがたまで、彼かれらを撃うったので、らくだに乗のって逃にげた四百人にんの若者わかものたちのほかには、ひとりものがれた者ものはなかった。 18こうしてダビデはアマレクびとが奪うばい取とったものをみな取とりもどした。またダビデはそのふたりの妻つまを救すくい出だした。 19そして彼かれらに属ぞくするものは、小ちいさいものも大おおきいものも、むすこも娘むすめもぶんどり物ものも、アマレクびとが奪うばい去さった物ものは何なにをも失うしなわないで、ダビデがみな取とりもどした。 20ダビデはまたすべての羊ひつじと牛うしを取とった。人々ひとびとはこれらの家畜かちくを彼かれの前まえに追おって行いきながら、「これはダビデのぶんどり物ものだ」と言いった。
    


    
      21そしてダビデが、あの疲つかれてダビデについて行いくことができずに、ベソル川かわのほとりにとどまっていた二百人にんの者もののところへきた時とき、彼かれらは出でてきてダビデを迎むかえ、またダビデと共ともにいる民たみを迎むかえた。ダビデは民たみに近ちかづいてその安否あんぴを問とうた。 22そのときダビデと共ともに行いった人々ひとびとのうちで、悪わるく、かつよこしまな者ものどもはみな言いった、「彼かれらはわれわれと共ともに行いかなかったのだから、われわれはその人々ひとびとにわれわれの取とりもどしたぶんどり物ものを分わけ与あたえることはできない。ただおのおのにその妻子さいしを与あたえて、連つれて行いかせましょう」。 23しかしダビデは言いった、「兄弟きょうだいたちよ、主しゅはわれわれを守まもって、攻せめてきた軍隊ぐんたいをわれわれの手てに渡わたされた。その主しゅが賜たまわったものを、あなたがたはそのようにしてはならない。 24だれがこの事ことについて、あなたがたに聞きき従したがいますか。戦たたかいに下くだって行いった者ものの分わけ前まえと、荷物にもつのかたわらにとどまっていた者ものの分わけ前まえを同様どうようにしなければならない。彼かれらはひとしく分わけ前まえを受うけるべきである」。 25この日ひ以来いらい、ダビデはこれをイスラエルの定さだめとし、おきてとして今日こんにちに及およんでいる。
    


    
      26ダビデはチクラグにきて、そのぶんどり物ものの一部いちぶをユダの長老ちょうろうである友人ゆうじんたちにおくって言いった、「これは主しゅの敵てきから取とったぶんどり物もののうちからあなたがたにおくる贈おくり物ものである」。 27そのおくり先さきは、ベテルにいる人々ひとびと、ネゲブのラモテにいる人々ひとびと、ヤッテルにいる人々ひとびと、 28アロエルにいる人々ひとびと、シフモテにいる人々ひとびと、エシテモアにいる人々ひとびと、ラカルにいる人々ひとびと、 29エラメルびとの町々まちまちにいる人々ひとびと、ケニびとの町々まちまちにいる人々ひとびと、 30ホルマにいる人々ひとびと、ボラシャンにいる人々ひとびと、アタクにいる人々ひとびと、 31ヘブロンにいる人々ひとびと、およびダビデとその従者じゅうしゃたちが、さまよい歩あるいたすべての所ところにいる人々ひとびとであった。
    

  


  


  
    第三十一章


    
      1さてペリシテびとはイスラエルと戦たたかった。イスラエルの人々ひとびとはペリシテびとの前まえから逃にげ、多おおくの者ものは傷きずついてギルボア山やまにたおれた。 2ペリシテびとはサウルとその子こらに攻せめ寄より、そしてペリシテびとはサウルの子こヨナタン、アビナダブ、およびマルキシュアを殺ころした。 3戦たたかいは激はげしくサウルに迫せまり、弓ゆみを射いる者ものどもがサウルを見みつけて、彼かれを射いたので、サウルは射いる者ものたちにひどい傷きずを負おわされた。 4そこでサウルはその武器ぶきを執とる者ものに言いった、「つるぎを抜ぬき、それをもってわたしを刺させ。さもないと、これらの無む割礼かつれいの者ものどもがきて、わたしを刺さし、わたしをなぶり殺ごろしにするであろう」。しかしその武器ぶきを執とる者ものは、ひじょうに恐おそれて、それに応おうじなかったので、サウルは、つるぎを執とって、その上うえに伏ふした。 5武器ぶきを執とる者ものはサウルが死しんだのを見みて、自分じぶんもまたつるぎの上うえに伏ふして、彼かれと共ともに死しんだ。 6こうしてサウルとその三人にんの子こたち、およびサウルの武器ぶきを執とる者もの、ならびにその従者じゅうしゃたちは皆みな、この日ひ共ともに死しんだ。 7イスラエルの人々ひとびとで、谷たにの向むこう側がわ、およびヨルダンの向むこう側がわにいる者ものが、イスラエルの人々ひとびとの逃にげるのを見み、またサウルとその子こたちの死しんだのを見みて町々まちまちを捨すてて逃にげたので、ペリシテびとはきてその中なかに住すんだ。
    


    
      8あくる日ひ、ペリシテびとは殺ころされた者ものから、はぎ取とるためにきたが、サウルとその三人にんの子こたちがギルボア山やまにたおれているのを見みつけた。 9彼かれらはサウルの首くびを切きり、そのよろいをはぎ取とり、ペリシテびとの全ぜん地ちに人ひとをつかわして、この良よい知しらせを、その偶像ぐうぞうと民たみとに伝つたえさせた。 10また彼かれらは、そのよろいをアシタロテの神殿しんでんに置おき、彼かれのからだをベテシャンの城壁じょうへきにくぎづけにした。 11ヤベシ・ギレアデの住民じゅうみんたちは、ペリシテびとがサウルにした事ことを聞きいて、 12勇士ゆうしたちはみな立たち、夜よもすがら行いって、サウルのからだと、その子こたちのからだをベテシャンの城壁じょうへきから取とりおろし、ヤベシにきて、これをそこで焼やき、 13その骨ほねを取とって、ヤベシのぎょりゅうの木きの下したに葬ほうむり、七日なぬかの間あいだ、断食だんじきした。
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